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第1章 調査の概要 

1-1. 調査目的 

世田谷は、国分寺崖線のまとまった樹林や、屋敷林、湧水など、23 区の中でも比較

的、自然環境に恵まれている。一方で、宅地開発や農地転用などにより自然環境が減少

し、そこで生活する生物の減少などが危惧されている。そこで、みどり行政の今後の施

策の基礎資料とすることを目的として、区内の公園・緑地等における、生物の生育・生

息調査を実施した。 

1-2. 調査の流れ 

調査の流れは図 1-1 に示すとおりである。 

 

図 1-1 調査の流れ 

1-3. 調査地区 

調査地区は、表 1-1 および図 1-2 に示す世田谷区内の公園・緑地等、計 5地区とし

た。 

表 1-1 調査地区 

調査地区 

番 号 
地域区分注) 行政区域 調査地区名 環境要素 

1 ①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 
樹林、草地、河川（谷戸川）、

池（サンクチュアリ） 

2 玉川 等々力渓谷公園 樹林、河川、湧水 

3 ②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 給田四丁目緑地とその周辺 住宅地、街路樹 

4 世田谷 烏山川緑道 樹林、草地 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 
大原一丁目柳澤の杜市民緑地

とその周辺 

庭園、樹林、住宅地、 

街路樹 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

計画準備 

既存資料調査 

現地踏査 

現地調査計画書の作成 

関連機関への連絡資料の作成 

現地調査 

とりまとめ・考察 

現地調査結果からの評価と課題抽出 

地区別緑と生物の台帳作成 

生物モニタリング計画の検討 

成果品（報告書等の作成） 
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図 1-2 調査地区 

4.烏山川緑道 

1.都立砧公園 

2.等々力渓谷公園 

3.給田四丁目緑地とその周辺 

5.大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 
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第2章 調査計画 

2-1. 調査地区の状況把握 

（１）既往資料調査 

現地調査計画の立案に先立ち既存資料調査を行い、区内の生物の生育・生息状況につ

いて整理した。 

使用した資料は、表 2-1 に示すとおりである。 
 

表 2-1 既存資料調査に使用した文献一覧 

No 資料名 作成者 発行年度 

1 
「（仮称）世田谷区生物多様性地域戦略」策定

支援業務（平成 26 年度）報告書 
世田谷区 平成26年度 

2 まちの生きものしらべ 2015 世田谷区 平成27年度 

3 
平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プ

ラン」 
世田谷区 平成28年度 

 

「（仮称）世田谷区生物多様性地域戦略」策定支援業務（平成 26 年度）報告書では、

プラン策定のための基礎資料とするため、これまで世田谷区において実施された生物調

査の資料を整理し、まとめられている。これによると、1979 年以前から鳥類を対象とし

た調査が継続的に実施されている。近年は植物、哺乳類、両生類等の調査も継続的に実

施されているものの、調査箇所は区の西部に偏っている状況であった(図 2-2)。なお、

多摩川では東京都建設局河川部による河川水辺の国勢調査が定期的に実施されている。 

まちの生きものしらべ 2015 では、17 種を対象に区民による調査を実施した報告とな

っている。しかし、この成果は調査精度が確保されていない可能性があることから、参

考程度に活用した。 

平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」では、世田谷区の成り立ちや地形、

みどりや生きものの現状等から、世田谷区を①みどりの連続性が高い地域、②住宅地の

中に中・小規模緑地が点在する地域、③市街化が進み比較的みどりが少ない地域の 3 地

域に区分し、生物多様性地域戦略の策定を進めている（図 2-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1 世田谷区の地域性区分 

出典：平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」 

市街化が進み比較的
みどりが少ない地域 

住宅地の中に中・小規模
緑地が点在する地域 

みどりの連続性が
高い地域 
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（２）調査地区の設定 

既往資料の整理結果を踏まえ、本調査では世田谷区の環境を代表させることができる

調査地区を選定した。調査地区の選定フロー及び選定理由は、以下のとおりである。 

 

図 2-3 調査地区の選定フロー 

 

表 2-2 調査地区の選定理由 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 調査地区名 行政区域 環境要素 選定理由 

1 

①みどりの連

続性が高い地

域 

都立砧公園 砧 

樹林、草地、河川

（谷戸川）、池（サ

ンクチュアリ） 

・みどりが多くみられ、地

域区分を代表する地区 

・生物の生育・生息環境が

多く存在 

2 等々力渓谷公園 玉川 樹林、河川、湧水

・みどりが多くみられ、地

域区分を代表する地区 

・生物の生育・生息環境が

多く存在 

・湧水環境が存在 

3 

②住宅地の中

に中・小規模緑

地が点在する

地域 

給田四丁目緑地とそ

の周辺 
烏山 住宅地、街路樹 

・中規模緑地となる給田四

丁目緑地や他の公園緑地

等がみられ、地域区分を

代表する地区 

・生物の生育・生息環境が

島状に存在 

4 烏山川緑道 世田谷 樹林、草地 

・小規模緑地が線状にみら

れ、地域区分を代表する

地区 

・生物の生育・生息環境が

線状に存在 

5 

③市街化が進

み比較的みど

りが少ない地

域 

大原一丁目柳澤の杜

市民緑地とその周辺 
北沢 

庭園、樹林、住宅

地、街路樹 

・緑地（庭園）や街路樹を

除くとほとんどが住宅地

等の人工的な環境であ

り、地域区分を代表する

地区 

・生物の生育・生息環境が

点状に存在 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

平成２８年度策定「生きものつながる世田谷プラン」における 

3 地域区分毎に 1～2調査地区を設定 

地域区分内で、以下の基準から調査地区を選定 

・行政区域毎に 1調査地区を設定 

・生物の生育・生息が期待でき、地域区分を代表するような環境となっている

・区あるいは都が管理している場所がある（調査地区の中心） 

・大規模開発等で環境が大きく変化されることがないと想定され、これまでも

調査が実施されている（今後も調査が継続できる環境） 
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（３）現地踏査 

現地調査計画の立案に先立ち現地踏査を実施した。現地踏査では、既往の調査計画に

よる調査地点や既往調査の実施地点の現状の土地利用等の状況を把握するとともに、ア

プローチや調査実施の際の安全性等を確認した。 

 

現地踏査実施状況（2016 年 4 月 13 日） 
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2-2. 各調査地区のみどりの区分別の状況 

生物の資源調査と同時期に行ったみどりの資源調査において確認された、各調査地

区のみどり区分別の状況を整理した。 

 

（１）都立砧公園 

主に樹木と草地により構成されている。そのうち、樹木と草地は同じ区分でも、サン

クチュアリの中と外で階層構造や構成種などのみどりの質に違いがみられた。サンクチ

ュアリ内は階層構造が豊かな樹林や、水生植物を交えた多様な構成種からなる草地が確

認され、生物の生息・生育地として重要な箇所と考えられた。 

表 2-3 に都立砧公園における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-3(1) みどりの区分別の状況（都立砧公園） 

区分 確認状況 
面積

(ha) 

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 
樹木 

野鳥サンクチュアリの設定があり、フェン

スで立ち入りが制限されている。 

サンクチュアリ内では階層構造の豊かな樹

林が確認された。 

サンクチュアリ外は公園や公園内の施設の

外周に植栽された樹木が多く、高木層のみ

の単調な階層構造となっていた。 
 

 

 

33.3

竹林 確認なし - 0.0

草地 

野鳥サンクチュアリの設定があり、フェン

スで立ち入りが制限されている。 

サンクチュアリ内では水際の水性植物を含

む多様な草本からなる草地が確認された。

サンクチュアリ外はほとんどが人工的に造

成された芝生の草地となっていた。 

 
 

 

7.9

 

サンクチュアリ内の樹林 

公園敷地内の樹林 

サンクチュアリ内の草地 

公園敷地内の草地 
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表 2-3(2) みどりの区分別の状況（都立砧公園） 

区分 確認状況 
面積

(ha)

 

自

然

面 

 

緑

被 

屋上緑地 

世田谷美術館の施設の屋上において確認さ

れた。 

 

0.004

農地 確認なし - 0.0

 

水面 

サンクチュアリ内の池が確認された。なお、

谷戸川は上部が樹林で覆われているため、

水面として区分されなかった。 

 

0.1

裸地 

主に競技場等の運動施設が確認された。 

 

1.4

道路・建築物等 主に世田谷美術館や駐車場が確認された。

 

2.5

その他注） 公園内を流れる谷戸川の周囲にはフェンス

が設置されており、ごく小さい破損個所が

所々にあり、けもの道が周囲にみられる。

一ノ橋より上流側は玉石護岸となってい

る。下流側は所々に護岸が設置され、一部

では土崖が露出している。 

 - 

注）上部が樹木で覆われているため区分はされなかったが、特徴的な環境であるため整理した。 

平成 28 年度撮影空中写真 

サンクチュアリ内の池 

平成 28 年度撮影空中写真 

公園内の駐車場 
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（２）等々力渓谷公園 

調査地区のほとんどを渓谷の斜面に形成された階層構造の豊かな樹林が占めていた。

林冠は樹木で覆われており、林内はやや暗い環境となっていた。また、パッチ状に竹林

の分布も確認された。 

草地は区分されたものは人工的に造成された芝生がほとんどであったが、樹林の林床

では湿性の草本やシダ類など多様な種から構成される草本層が形成されていた。 

表 2-4 に等々力渓谷公園における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-4 みどりの区分別の状況（等々力渓谷公園） 

区分 確認状況 
面積

(ha) 

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 

樹木 

渓谷の周辺に階層構造の豊かな樹林が形成

されていた。渓谷の両岸にはミズキ、エノ

キ、シラカシ等の大径木が生育する。林冠

は高い被度で覆われており、林内はやや暗

い環境となっている。 

林床にはシダ類や湿性の草本からなる草本

層が形成されているほか、崖下に湧水や、

セキショウ等が繁茂する湿性草地がみられ

る。 

2.4

竹林 

調査地区の南側を中心にパッチ状に竹林が

確認された。 

0.1

草地 

公園内に人工的に造成された芝生が確認さ

れた。 

0.1

屋上緑地 確認なし - 0.0

農地 確認なし - 0.0

 

水面 

確認なし。 

なお、谷沢川は上部が樹林で覆われている

ため、水面として区分されなかった。 

- 

0.0

裸地 確認なし - 0.0

道路・建築物等 主に高架橋や住宅が確認された。 0.2

 

渓谷沿いの樹林 

渓谷付近の竹林 

公園内の芝生 

高架橋（写真上部） 
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（３）給田四丁目緑地とその周辺 

道路・建築物が主であるが、多様な要素で構成されている。比較的市街地内に人為的

に植栽された樹木や草地が多いが、屋敷林としては多様な種からなる階層構造の豊かな

樹林や、空き地に自然侵入した複数の路傍雑草からなる草地なども確認された。 

表 2-5 に給田四丁目緑地とその周辺における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-5(1) みどりの区分別の状況（給田四丁目緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積

(ha) 

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 

樹木 

屋敷林や学校や団地外周の植栽として小規

模な樹林が点在していた。 

屋敷林は調査地区全体からみると少ない面

積であるが、階層構造が豊かで多様な種か

らなる樹林が形成されていた。北烏山九丁

目屋敷林市民緑地では、大径木のケヤキ、

シラカシが生育していたほか、エビネ等の

重要種(植栽由来と考えられる)が生育して

いる。 

その他は街路樹や垣根などとして植栽され

たものが多かった。これらは比較的単調な

樹林となっていたが、林床が明るいため、

植栽箇所に自然侵入した路傍雑草が生育す

る箇所が多くみられた。 

なお、給田四丁目緑地は公園街灯のほか、

隣接する小学校のグラウンド照明、人家の

照明等、夜間に照明の影響を受ける可能性

がある。 

 

5.6

竹林 

屋敷林の一部において竹林が確認された。 0.03

草地 

公園内や住居の庭先に人工的に造成された

芝生が確認された。 

また、空き地に自然侵入した路傍雑草から

なる草地も点在していた。 

 

0.8

屋敷林（樹林） 

街路樹 

屋敷林（竹林） 

公園内の芝生 

空き地に生育する路傍雑草 
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表 2-5(2) みどりの区分別の状況（給田四丁目緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積

(ha)

 

自

然

面 

 

緑

被 

屋上緑地 

学校の屋上を中心に確認された。 0.1

農地 

住宅地に隣接して一定規模の畑地や苗畑が

点在していた。 

2.4

 

水面 

学校内に造成された池が1箇所確認された。 0.002

裸地 

主に学校のグラウンドが確認された。また、

住宅地内に空き地として点在していた。 

2.0

道路・建築物等 主に住宅と学校校舎が確認された。 23.8

 

平成 28 年度撮影空中写真 

畑地 

平成 28 年度撮影空中写真 

平成 28 年度撮影空中写真 

住宅地 
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（４）烏山川緑道 

歩道沿いに植栽された樹木がほとんどを占めていた。細長い形状の調査地区となって

おり、周辺は市街地のため樹林ではあるが明るい環境となっている。 

そのため、樹木下や樹林地間の植栽空間には自然侵入した路傍雑草が繁茂していた。 

表 2-6 に烏山川緑道における各区分の確認状況を整理した。 

 

表 2-6 みどりの区分別の状況（烏山川緑道） 

区分 確認状況 
面積

(ha) 

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 
樹木 

歩道沿いに植栽された樹林が確認された。

階層構造は主に高木層と低木層の 2 層とな

っていた。 

市街地を通る緑道に沿った、細長い形状と

なっているため、林内は明るく、自然侵入

した路傍雑草が林床を繁茂していた。ただ

し定期的に除草されている。 

 

1.2

竹林 確認なし -  

草地 

歩道沿いの樹林間に点在していた。主に自

然侵入した路傍雑草が生育していた。 

 

 

0.03

屋上緑地 確認なし -  

農地 確認なし -  

 水面 確認なし -  

裸地 

緑道に造成された公園の広場が確認され

た。 

0.003

道路・建築物等 主に上部が樹木で覆われていない歩道が区

分された。 

なお、昼間の人の往来が多いほか、周辺に

人家が隣接している。緑道には公園街灯が

設置されている。 

0.4

 

緑道の様子 

歩道沿いの草地 

公園の広場 

歩道 
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（５）大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

道路・建築物等がほとんどを占めているが、柳澤の杜市民緑地においては多様な種か

ら構成される樹林や草地を確認した。 

また、戸建て住宅の庭先や垣根に植栽された樹木が点在していた。 

表 2-7 に大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺における各区分の確認状況を整理

した。 
 

表 2-7(1) みどりの区分別の状況（大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積

(ha) 

自
然
面 

 

緑
被 

樹木地 

樹木 

柳澤の杜市民緑地に階層構造の豊かな樹林

が確認された。 

なお、公開部分は草刈り、落葉かき等の管

理が行われている。エビネ等の重要種(植栽

由来と考えられる)が生育している。 

また、住宅の庭先や垣根として植栽された

樹木が点在していた。 

 

 

1.1

竹林 

柳澤の杜市民緑地で小規模な竹林が確認さ

れた。 

0.008

草地 

柳澤の杜市民緑地において、植栽および自

然侵入した路傍雑草からなる草地を確認し

た。 

 

 

 

0.05

屋上緑地 

数軒の住宅の屋上で小規模な緑地が確認さ

れた。 

0.008

農地 確認なし -  

 水面 確認なし -  

平成 28 年度撮影空中写真 

柳澤の杜市民緑地 

住宅の植栽 

柳澤の杜市民緑地内の竹林 

柳澤の杜市民緑地内の草地 
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表 2-7(2)  みどりの区分別の状況（大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺） 

区分 確認状況 
面積

(ha)

自 

然 

面 

裸地 

主に学校のグラウンドや公園内の広場が確

認された。 

0.8

道路・建築物等 主に宅地が確認された。 9.6

 

 

2-3. 現地調査計画書の作成 

上記に基づき現地調査計画を立案した。なお、生物の確認種リスト等、結果の詳細

は資料編に整理した。 

 

公園内の広場 

住宅地 
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第3章 現地調査 

3-1. 調査概要 

調査概要は、表 3-1 に示すとおりである。 

 

表 3-1 調査概要 

調査項目 調査時期 調査方法 備考 

植物 
3 季 

(春、夏、秋) 
･目視確認  

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

2 季 

(春、秋) 

･目視確認 

無人撮影法は各調査地区で 2 地点設

定 

･捕獲確認(爬虫類・両生類のみ) 

･フィールドサイン法(哺乳類のみ)

･無人撮影法(哺乳類のみ) 

鳥類 
2 季 

(夏、冬) 

･ラインセンサス法 ラインセンサス法は各調査地区で 1

ライン設定 ･任意確認 

昆虫類 
3 季 

(春、夏、秋) 

･任意採集法 

･ピットフォールトラップ法 

･ライトトラップ法 

･夜間灯火採集（烏山川緑道のみ）

各トラップ法は各調査地区でそれぞ

れ 1地点設定 

ピットフォールトラップ法は 1 地点

あたり 10 個、ライトトラップ法は 1

地点あたり 1 個のトラップをそれぞ

れ設置 

魚類 2 季 

(春、秋) 

･任意採集法 
定置網の設置は 1晩 

底生動物 (タモ網、投網、定置網) 

注）調査方法の詳細は、p.生物-18 以降を参照 
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（１）調査実施状況 

現地調査は、表 3-2 に示す日程で実施した。 

 

表 3-2 調査実施状況 

調査 

時期 
調査日 調査時間 

調査時

天候 
調査項目 調査地区 

春季 
5 月 11 日（水） 9:00～17:00 曇り 

植物 

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

昆虫類 

魚類 

底生動物 

都立砧公園 

 

等々力渓谷公園 

 

給田四丁目緑地と 

その周辺 

 

烏山川緑道 

 

大原一丁目柳澤の杜 

市民緑地とその周辺 

5 月 12 日（木） 
9:00～17:00 注) 

19:00～20:00 
（昆虫類 夜間灯火採集） 

晴れ 

5 月 13 日（金） 9:00～17:00 晴れ 

夏季 6 月 6 日（月） 4:30～11:30 曇り 鳥類 

6 月 7 日（火） 4:30～11:30 曇り 

6 月 8 日（水） 4:30～10:30 晴れ 

7 月 19 日（火） 
9:00～17:00 

19:00～20:00 
（昆虫類 夜間灯火採集） 

晴れ 
植物 

昆虫類 

7 月 20 日（水） 9:00～17:00 晴れ 

7 月 21 日（木） 9:00～16:00 雨 

8 月 3 日（水） 9:00～16:00 晴れ 

秋季 

10 月 24 日（月） 

9:00～17:00 注) 

19:00～20:00 

（昆虫類 夜間灯火採集） 

晴れ 

植物 

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

昆虫類 

魚類 

底生動物 

10 月 25 日（火） 9:00～17:00 晴れ 

10 月 26 日（水） 9:00～16:00 晴れ 

冬季 1 月 10 日（火） 7:00～14:30 晴れ 鳥類 

1 月 11 日（水） 7:00～14:00 晴れ 

1 月 12 日（木） 7:00～13:00 晴れ 

注)哺乳類調査のうち、約 1か月間とした都立砧公園のサンクチュアリ内に設置した無人撮影装置の撮影期間は、

5月 12 日（木）～6月 12 日（日）、10 月 24 日（月）～11 月 24 日（木）であった。 

 

 

調査着手時の安全ミーティング（平成 28 年 10 月 26 日） 
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（２）調査実施期間の気象状況 

調査実施期間中の気象状況として、調査地区の最寄りの観測所で測定された日合計降

水量を図 3-1、日平均気温を図 3-2 に整理した。 

世田谷区は、夏季は多雨多湿、冬季は少雨乾燥となる太平洋型の気候に属している。 

調査は、7 月の昆虫類調査の一部を降雨により 8 月に変更した他は、悪天候等の影響

を受けることなく実施した。 
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図 3-1 調査実施期間の降水量（世田谷アメダス） 
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図 3-2 調査実施期間の日平均気温（府中気象観測所） 

 

第
３
章 



第 3章 現地調査 

生物-18 

3-2. 各調査項目の調査方法 

（１）植物調査 

調査地区の様々な環境を網羅するよう踏査し、目視によって確認された植物種を記録

した。対象はシダ植物以上の維管束植物とした。 

なお、確認種の記録の際は、生育状況から「自生（栽培によらないで自然に生育して

いる植物）」、「植栽（観賞などの目的で人為的に植えられた植物）」、「逸出
いっしゅつ

（植栽

された後に自力で野生化し、生育範囲を広げている植物）」も併せて記録した。植栽、

逸出の判断の考え方は表 3-3 に示すとおりである。 

 

調査実施状況 

 

表 3-3 植栽・逸出の判断 

区分 判断の考え方 

植栽 
・街路樹、生垣など、人の生活のための緑化を目的として植栽されたと考えら

れるもの。 

逸出 

・緑化、鑑賞、造園等の目的で利用されるが、その目的と異なると考えられる

場所（民家や緑地付近の路傍など）で確認されたもの。 
・確認環境が自生環境とは異なるものの、基本的には確認箇所付近の緑地や民

家で同種の確認があることから植栽地から野生化したものと考えられるも

の。 
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（２）哺乳類・爬虫類・両生類調査 

哺乳類・爬虫類・両生類は、表 3-4 に示す方法で調査を実施した。踏査範囲（調査地

区）および自動撮影カメラの設置地点は、後述の図 3-3 に示す。 

 

表 3-4 調査方法（哺乳類・爬虫類・両生類） 

調査項目 調査方法 

哺 

乳

類 

・

爬

虫

類 

・

両

生

類 

目視確認 

哺乳類、爬虫類、両生類を対象とし、調査地区を踏査

し、成体、幼体、幼生、卵等の目視確認により種類を

識別し、目撃した場所の状況と合わせ記録した。また、

ヘビ類では抜け殻、カエル類では鳴き声、その他に死

体等も結果として扱った。なお、両生類の卵、幼生等

はその数量も記録した。 

捕獲確認 

爬虫類、両生類を対象とし、調査地区を踏査し、捕獲

により爬虫類、両生類を確認した。 

 

フィールド

サイン法 

哺乳類を対象とし、調査地区を踏査し、フィールドサ

イン（糞、足跡、食痕、巣、爪痕の生息痕跡等）によ

り生息種を確認した。また、死体等も結果として扱っ

た。 

無人撮影法 

哺乳類を対象とし、無人撮影装置を使用し、哺乳類の

撮影を行い、撮影された写真により生息種を確認し

た。無人撮影装置(自動撮影カメラ)は人の往来の多い

烏山川緑道を除く、各調査地区で 1～2地点設置した。

各調査地区における無人撮影草地の設置数と設置時

間は以下に示すとおりである。 

なお、都立砧公園のサンクチュアリ内については、人

の往来がほとんどないことから、約 1ヶ月間無人撮影

装置を設置し、調査精度の向上に努めた。 

 

 

調査地区 設置数 設置時間 

都立砧公園 2 
サンクチュアリ内：約 1ヶ月 

谷戸川沿い：1昼夜 

等々力渓谷公園 2 1 昼夜 

給田四丁目緑地と 

その周辺 
1 1 昼夜 

烏山川緑道 0 設置なし 

大原一丁目柳澤の杜市民 

緑地とその周辺 
1 1 昼夜 
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（３）鳥類調査 

鳥類は、表 3-5 に示す方法で調査を実施した。調査ルートおよび踏査範囲（調査地区）

は、後述の図 3-3 に示す。 

 

表 3-5 調査方法（鳥類） 

調査項目 調査方法 

ライン 

センサス法 

調査地区に約 1㎞の距離で設定した調査ルート（ライン）

において、時速 1.5km～2.5km 程度の速さで歩きながら双

眼鏡等を用いて片側 25m、ルート両側で 50m の範囲に出現

する鳥類を姿または鳴き声によって確認した。確認した鳥

類はその位置を地図上に記録するとともに、種名、個体数、

確認環境、繁殖行動等を記録した。調査ルートは地形、植

生等を考慮し、さまざまな環境が調査対象となるように設

定した。調査時間帯は鳥類の活動が活発な日の出～午前中

とした。 

任意確認 
調査地区を踏査し、双眼鏡等を用いて周辺に出現する鳥類を姿または鳴き声によっ

て確認した。確認した鳥類は、種名、個体数、確認環境、繁殖行動等を記録した。

 

（４）昆虫類調査 

昆虫類調査は、表 3-6 に示す方法で調査を実施した。踏査範囲（調査地区）およびト

ラップ設置地点は、後述の図 3-3 に示す。 

 

表 3-6 調査方法（昆虫類） 

調査項目 調査方法 

任意採集法 

調査地区を踏査し、スウィーピング、ビーティング等

の方法で採集するか直接観察により種を確認した。 

また、石や倒木を起こしての採集、樹木の蜜での採集

等、見つけて採る方法も実施した。 

ピットフォール

トラップ法 

地上を徘徊する昆虫を採集する方法で、地面と同じレ

ベルにくるように、プラスチックコップを埋めて、１

晩放置した後に落下した昆虫を採集した。１地点に 10

個を１晩設置した。 

ライトトラップ

法 

夜行性の光に集まる昆虫を採集する方法で、夜間に、

ブラックライト等の光源の下に捕虫用の容器を設置

し、光に集まり容器に落ちた昆虫を採集した。1 地点

に 1個１晩設置した。 

なお、通行人の往来の多い烏山川緑道は設置の対象外

とした。 

夜間灯火採集 

ライトトラップ法の対象外とした烏山川緑道におい

て、日没後～夜間、調査地区を踏査し、公園街灯など

の灯火に集まる昆虫類を任意に採集した。 
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（５）魚類・底生動物調査 

魚類・底生動物調査は、表 3-7 に示す方法で調査を実施した。調査範囲である調査地

区の水域箇所は、後述の図 3-3 に示す。 

 

表 3-7 調査方法（魚類・底生動物） 

調査項目 調査方法 

タモ網等による採捕 

(魚類、底生動物) 

タモ網を使用して魚類、底生動物を捕獲し確認

した。 

投網による採捕 

(魚類) 

水面が開けた投網が打てる場所では投網を使用

して魚類を捕獲し確認した。 

定置網による採捕

(魚類) 

定置網を 1 晩設置し、翌日回収し捕獲された魚

類を確認した。 

 

 

（６）各調査項目の調査位置 

各調査項目の調査位置は、図 3-3 に示すとおりであった。 
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図 3-3(1) 調査位置図（都立砧公園） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置）

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

（谷戸川沿い） 

サンクチュアリ 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法

ライトトラップ法 

谷戸川 

魚類・底生動物 

任意採集法 

（サンクチュアリ内池）

魚類・底生動物 

任意採集法（谷戸川） 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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図 3-3(2) 調査位置図（等々力渓谷公園） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置）

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

魚類・底生動物 

任意採集法 

（谷沢川） 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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図 3-3(3) 調査位置図（給田四丁目緑地及びその周辺） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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図 3-3(4) 調査位置図（烏山川緑道） 

鳥類 

ラインセンサス法 

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法、夜間灯火採集 
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図 3-3(5) 調査位置図（大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺） 

哺乳類 

無人撮影法（1個設置）

鳥類 

ラインセンサス法

昆虫類 

ピットフォールトラップ法 

ライトトラップ法 

《調査地区全域（任意踏査範囲）》 

植物 

目視確認 

哺乳類・爬虫類・両生類 

目視確認、捕獲確認（爬虫類・両生類のみ）、

フィールドサイン法（哺乳類のみ） 

鳥類 

任意確認 

昆虫類 

任意採取法 
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3-3. 重要種および外来種の選定基準 

確認された種については、表 3-8～表 3-12 に示す基準により重要種及び外来種を選

定した。 

 

表 3-8 重要種の選定基準（植物） 

No. 選定基準 

1 「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物

2 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5

年 4月 1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

3 
「環境省報道発表資料 第 4 次レッドリストの公表について」(平成 24 年、環境省)における

選定種 

4 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」 

(平成 25 年、東京都)における選定種 

5 その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 3-9 重要種の選定基準（動物） 

No. 選定基準 

1 「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物

2 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5

年 4月 1日施行)における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

3 
「環境省報道発表資料 第 4次レッドリストの公表について」(平成 24 年から 25 年、環境省)

における選定種 

4 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」 

(平成 25 年、東京都)における選定種 

5 その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 3-10 外来種の選定基準（植物・動物） 

No. 選定基準 

1 
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004

年 6 月 2日公布）による指定種 

2 「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省，2015 年）」における掲載種 
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表 3-11 重要種選定基準のカテゴリー（植物・動物） 

文化財保護法注） 

天然記念物 
動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）植物（自生地を含む。）で我が国にとって

学術上価値の高いもののうち、重要なもの。 

特別天然記念物 
動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）植物（自生地を含む。）で我が国にとって

学術上価値の高いもののうち、特に重要なもの。 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

国際希少野生動植物種 
国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物

の種（国内希少野生動植物種を除く。） 

国内希少野生動植物種 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律に基づき指定された、国内に

生息・生育する絶滅のおそれのある野生生物のうち、人為的な影響により減少が見ら

れる種等。 

環境省第 4次レッドリスト 

絶滅 (EX) 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

野生絶滅 (EW) 飼育・栽培下あるいは自然分布域の明らかに外側で野生化した状態でのみ 存続して

いる種 

絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 絶滅の危機に瀕している種 

絶滅危惧ⅠA類(CR) ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

絶滅危惧ⅠB類(EN) ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 絶滅の危険が増大している種 

準絶滅危惧 (NT) 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行す

る可能性のある種 

情報不足(DD） 評価するだけの情報が不足している種 

絶滅のおそれのある 

地域個体群 (LP) 

地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

レッドデータブック東京 2013 

絶滅 (EX) 当該地域において、過去に生育・生息していたことが確認されており、飼育･栽培下

を含め、すでに絶滅したと考えられるもの 

野生絶滅 (EW) 当該地域において、過去に生育・生息していたことが確認されており、飼育･栽培下

では存続しているが、野生ではすでに絶滅したと考えられるもの 

絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難なも

の 

絶滅危惧ⅠA類(CR) ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

絶滅危惧ⅠB類(EN) IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧 I類」

のランクに移行することが確実と考えられるもの 

準絶滅危惧 (NT) 現時点での絶滅危険度は小さいが、生育 ・ 生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

として上位ランクに移行する要素を有するもの 

情報不足(DD） 環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を有してい

るが、生育・生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得られていな

いもの 

絶滅のおそれのある 

地域個体群(LP) 

地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

留意種 現時点では絶滅のおそれはないと判断されるため、留意が必要と考えられるもの 

ランク外 当該地域で生育･生息が確認されているが、上記カテゴリーに該当しないもの 

データなし 当該地域において生育･生息している(していた)可能性があるが、確実な記録や情報

が得られなかったもの 

非分布 生態的、地史的な理由から、もともと当該地域には分布しないと考えられるもの 

注）動植物に関する定義を抜粋 
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表 3-12 外来種選定基準のカテゴリー（植物・動物） 

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律 

特定外来生物 
外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被

害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定されたもの 

生態系被害防止外来種リスト 

定着予防外来種 
侵入予防外来種 

国内に未侵入の種。特に導入の予防、水際での監視、バラスト

水対策等で国内への侵入を未然に防ぐ必要がある。 

その他の定着要望外来種 侵入の情報はあるが、定着は確認されていない種。 

総合対策外来種 

緊急対策外来種 

「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に

基づき、被害の深刻度に関する基準として①～④注）のいずれか

に該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤注）

に該当する種。特に緊急性が高く、特に、各主体がそれぞれの

役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点対策外来種 

「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に

基づき、被害の深刻度に関する基準として①～④注）のいずれか

に該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体の

それぞれの役割における対策の必要性が高い。 

その他の総合対策外来種 総合対策外来種のうち、上記以外のもの 

産業管理外来種 産業又は公益的役割において重要であり、現状では生態系等へ

の影響がより小さく、同等程度の社会経済的効果が得られると

いうような代替性がないため、利用において逸出等の防止のた

めの適切な管理に重点を置いた対策が必要な外来種。 

注）緊急対策外来種、重点対策外来種における対策の優先度の考え方 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得

る。 
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第4章 調査結果 

4-1. 調査結果の概要 

本調査によって、確認された種数は、以下のとおりである。 
 

表 4-1 確認科数・種数一覧 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 昆虫類 魚類 底生動物

確認科数 

確認種数 

118 科 

480 種 

5 科 

5 種 

4 科 

4 種 

2 科 

2 種 

23 科 

41 種 

165 科 

561 種 

3 科 

6 種 

23 科 

43 種 
 

世田谷には、樹林、公園・緑地、水辺などが分布しており、それぞれの環境に応じ

て生物が生息・生育している。本調査では、市街地で一般的に見られるムクドリやハシ

ブトガラスなどの種が多く確認されたが、食物連鎖の上位に位置するオオタカやツミ、

タヌキなどが確認された他、樹林環境や水辺環境などの限定的な環境に依存するため近

年の開発等による減少が指摘されているオオアメンボやショウリョウバッタモドキな

どの重要種も複数確認された。一方で、従来の生態系への悪影響を与えることが懸念さ

れている、特定外来生物のアレチウリやオオキンケイギク、アライグマが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ タヌキ 

オオアメンボ ショウリョウバッタモドキ 

オオキンケイギク アライグマ（足跡） 
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調査地区 5地区における生物の確認種数を、表 4-2 に示した。 

 

表 4-2 地区別の生物の確認種数 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政

区域
調査地区名 

確認種数 

植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 昆虫類 魚類
底生

動物

1 ①みどりの連続

性が高い地域 
砧 都立砧公園 238 2 2 0 36 296 4 32 

2 玉川 等々力渓谷公園 178 3 4 0 22 161 6 27 

3 
②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山
給田四丁目緑地と

その周辺 
257 0 2 0 24 194 - - 

4 世田谷 烏山川緑道 281 1 2 2 16 200 - - 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

221 0 1 1 16 172 - - 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

表中の数字は種数を示す。 

 

4-2. 調査地区別のみどりと生物の台帳 

調査結果の概要を示す資料となるように、調査地区毎の生物資源の現況が一目でわ

かる台帳形式に整理した。作成した台帳を次項以降に示す。 

台帳の記載内容は、表 4-3 に示すとおりとした。 

 

表 4-3 台帳の記載内容 

項目 内容 

調査地区の位置 世田谷区内における調査地区の位置図を示した。 

自然面率 
みどりの資源調査結果をもとに、調査地区の自然面率を樹木、草

地、道路・建築物等といった項目別に示した。 

生物調査結果 本調査によって確認した種数を示した。 

航空写真 調査地区の航空写真を示した。 

調査地区の特徴 
生物の生息・生育地としての観点から、調査地区の特徴を記載し

た。 

地域区分 調査地区の地域区分を示した。 

調査地区の環境要素 調査地区の環境要素を示した。 

生物の主な確認種 

調査地区の主な確認種として、多く確認された種、調査地区の環

境の特徴を反映させている種、主な重要種、外来種を一覧表で整

理した。 

なお、確認種の詳細はリストとして資料編に整理し、必要に応じ

て確認出来るようにした。 

生物の生育・生息と利用状況 

（断面イメージ） 

調査地区の環境とそれぞれの環境を利用する生物を断面図とし

て模式的に整理した。 

土地利用状況 
調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況を整理

した。 

自然面分布図 調査地区周辺 250m の範囲を含む自然面の分布状況を示した。 

航空写真 
調査地区周辺 250m の範囲を含む航空写真（平成 28 年撮影）を示

した。 



第 4章 調査結果 

生物-32 

 

調査地区 1 都立砧公園 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ムクノキ、ケヤキ、 

クヌギ 

亜高木層:ソメイヨシノ、コナラ 

低木層：ヤブツバキ、ヒサカキ 

コマユミ、アズマネザサ

草本層:ヨモギ、メヒシバ、ススキ、

イヌビエ、アレチウリ 

タヌキ 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認なし 

 

シジュウカラ、

ハシボソガラ

ス、ウグイス、

ムクドリ、コゲ

ラ、カルガモ、

アオサギ 

昆虫類 

樹林：アオスジアゲハ、アオマツムシ、アカボシゴマダラ 

草地：ヒガシキリギリス、マルカメムシ、オオカマキリ 

地表：ハラシヒバッタ、アメイロアリ、ケラ、ミツカドコオロギ 

水辺：クロスジギンヤンマ、アメンボ、マルタンヤンマ 

魚類 底生動物 

モツゴ、スミウキゴリ、ヨシノボリ属 貝類：サカマキガイ、ヒロ

マキマイマイ 

環形動物：エラミミズ 

甲殻類：アメリカザリガニ、フロリダマ

ミズヨコエビ 

水生昆虫：マメゲンゴロウ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンクチュアリ内の草地と樹林 

 

 

 

 

 

 

 

 

芝生の広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

水路内の様子 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  ケヤキやサクラ類などの落葉高

木や、シイ・カシなどの常緑高

木、ツツジ類などの低木が多く

見られる。 

サンクチュアリ内では階層構造

が豊かな樹林がみられる。 

 

 サンクチュアリ内の池と谷戸川

で湿性の植物や水生生物がみら

れる。 

 

 芝生の広場が整備され、広範囲

に草地がみられる。 

 

 区を代表する大規模な公園であ

り、樹林性の種や水辺を利用す

る種等が多く確認された。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

 
みどりの連続性が高い地域 

調査地区の環境要素 

 

2 

3 
5 

1.都立砧公園 

仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川

谷沢川 

中央自動車道 

環
状
八
号
線 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

河川 

樹林 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

樹木

73.7%

草地

17.6%

屋上

緑地

0.01%

裸地

3.1%
水面

0.1%

道路・

建築

物等
5.5%

自然面率 

94.5％ 
32

4

296

36

0

2

2

238

0 100 200 300

底生…

魚類

昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

草地

池 

1 

4 

サンクチュアリ 

樹林内をタヌキが移動する。 

林床でアメイロアリが営巣する。

下線部：外来種 

サンクチュアリ内にムクノキやクヌギ、ヒサカキなど

からなる階層構造の豊かな樹林が形成される。 

樹林内にシジュウカラやコゲラが

生息する。 

水面をカルガモが 

遊泳する。 

川底や中層でスミウキゴリ

が生息する。 

草地でムクドリ

が採餌する。 

アズマネザサなどからなる

藪にウグイスが生息する。 

池の底にモツゴやサカ

マキガイが生息する。 

雑食のアメリカザリガニが魚

や水生動物、植物を摂食する。

ヨシなどの挺水植物

にマルタンヤンマが

生息する。

コゲラ 

シジュウカラ

アメリカザリガニ

タヌキ

スミウキゴリ

カルガモ
アオサギ 

ムクドリ
モツゴ 

アメイロアリ
ウグイス 

アメンボ

マルタンヤンマ

サカマキガイ 
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第 4章 調査結果 

生物-33 

表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業

施設 

屋外利用

地等 

未利用地

等 

公園・

運動場等
道路 

鉄道・

港湾等
畑 樹園地

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

岡本一丁目 28216.6 95354.4 42034.4 5418.2 1591.5 0.0 9138.4 2577.1 12394.3 43096.4 0.0 6329.2 1652.2 1881.7 4282.2  253966.6 

岡本三丁目 7694.0 90893.7 49257.2 4524.1 189.3 0.0 13945.8 7231.8 6160.9 40195.1 0.0 7626.2 7095.2  4150.8  238964.1 

砧一丁目 1371.5 73059.0 57286.3 50209.8 12278.2 0.0 10672.6 11291.7 2740.8 45268.8 0.0 735.9 0.0 112.1 1306.5  266333.2 

砧公園 19209.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12213.7 0.0 410073.2 73956.5 0.0 0.0 0.0    515452.9 

玉川台二丁目 1428.7 50045.2 51762.1 23308.9 1142.2 0.0 7851.5 13080.4 2098.9 41326.3 0.0 2770.3 513.0 4433.0   199760.6 

上用賀五丁目 20345.6 53795.3 40077.2 17107.4 3951.5 0.0 7064.1 4483.9 658.8 54092.0 0.0 10824.2 44.8    212444.8 

上用賀六丁目 47483.0 55127.6 41779.9 14551.3 3533.8 0.0 13775.5 2248.1 1256.4 41997.4 0.0 11095.5 0.0    232848.4 

瀬田五丁目 103.0 95264.4 28913.7 9290.2 655.4 1559.0 19917.9 2616.4 7415.1 48811.1 0.0 18921.8 0.0    233468.0 

大蔵一丁目 72136.2 32376.9 28642.9 7987.6 2019.1 0.0 5230.8 2562.6 6556.6 41418.7 0.0 5172.8 0.0    204104.3 

大蔵四丁目 2463.9 9783.2 1636.4 33860.9 905.8 0.0 9533.0 3601.4 103148.5 35262.4 0.0 450.5 0.0  2929.4 12.0 203587.4 

大蔵二丁目 84420.3 7324.7 26956.0 808.1 0.0 0.0 9625.6 255.6 11278.6 11240.9 0.0 356.5 0.0    152266.3 

合計 
284872.2 563024.4 368346.1 167066.5 26266.8 1559.0 118969.0 49948.9 563782.3 476665.5 0.0 64283.1 9305.2 6426.8 12668.9 12.0 0.0 2713196.5 

10.5 20.8 13.6 6.2 1.0 0.1 4.4 1.8 20.8 17.6 0.0 2.4 0.3 0.2 0.5 0.0 0.0 100%

図 自然面分布図 図 航空写真（平成 28 年撮影） 

(㎡) 



第 4章 調査結果 

生物-34 

 

調査地区 2 等々力渓谷公園 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ケヤキ、ムクノキ、 

シラカシ 

亜高木層:コナラ、イヌシデ 

低木層：ヤブツバキ、サカキ 

ムラサキシキブ 

草本層:ヤブラン、セキショウ、 

ナキリスゲ 

アライグマ、 

ハクビシン 

確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認なし 

 

コゲラ、 

シジュウカラ、

ウグイス、 

カルガモ 
昆虫類 

樹林：ナガサキアゲハ、アカボシゴマダラ 

草地：クサヒバリ、ニホンミツバチ、オンブバッタ 

地表：トビイロケアリ、トウキョウヒメハンミョウ 

水辺：アオヒゲナガトビケラ、シオカラトンボ 

魚類 底生動物 

コイ、モツゴ、スミウキゴリ 貝類：カワニナ、 

ヒメモノアラガイ 

環形動物：シマイシビル 

甲殻類：フロリダマミズヨコエビ 

水生昆虫：マメゲンゴロウ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

渓谷と周辺の高木林 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜面下部のセキショウ群落 

 

 

 

 

 

 

 

 

水路内の様子 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  ムクノキ、ケヤキなどの落葉高

木やシイ・カシなどの常緑高木

が渓谷斜面を覆う。 

 

 湧水で湿潤な崖や斜面下部にセ

キショウが生育する。 

 

 高木に覆われ下草が少なく、河

川には陽が殆ど届かない。 

 

 近隣の玉川野毛町公園や街路樹

による緑の繋がりが若干見られ

る。 

 

 主に樹林や水辺に生息する種を

確認した。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

 
みどりの連続性が高い地域 

調査地区の環境要素 
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2.等々力渓谷公園 
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河川樹林 湧水

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木

88.1%

草地

2.6%

竹林

3.7%

道路・

建築

物等
5.7%

自然面率 

94.4％ 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

樹林内をアライグマやハクビシンが

移動する。 

渓谷を高木のケヤキ、ムクノキ、

シラカシが覆っている。 

水辺をシオカラトンボが利用する。 

水路内にはコイやモツゴや、マメゲンゴロウが生息する。

滲み出した水（湧水）で湿潤な崖や斜面下部

には、セキショウが生育する。 

樹林内にコゲラやシジュウカラが生息

する。 

草地にオンブバッタが生息している。 

下線部：外来種 

アライグマ

コゲラ

シオカラトンボ 

コイ
セキショウ 

シジュウカラ 

オンブバッタ

マメゲンゴロウ 

ハクビシン
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第 4章 調査結果 

生物-35 

表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業

施設 

屋外利用

地等 

未利用地

等 

公園・

運動場等
道路 

鉄道・

港湾等
畑 樹園地

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

中町一丁目 804.5 77073.9 28980.1 6207.6 0.0 0.0 7174.5 1348.9 7231.3 28957.1 791.3 0.0 0.0  2356.5 512.6 1184.0 162622.3 

中町二丁目 22387.3 95120.4 41237.4 10665.8 896.5 0.0 11632.5 1771.1 2409.6 47300.0 5626.4 14437.4 1070.2 884.3 2657.9 427.7 463.3 258987.9 

等々力一丁目 13627.1 99616.3 41388.8 8477.1 501.8 0.0 5666.8 4496.6 18830.3 43173.3 0.0 2216.4 1664.5  2542.9  242201.8 

等々力三丁目 21651.3 68853.8 32467.5 12333.5 997.1 0.0 9149.2 3679.2 3832.0 42788.5 3037.4 1635.8 0.0 96.0   200521.3 

等々力四丁目 6213.4 44198.9 25133.8 11800.0 5301.7 0.0 4694.6 3275.5 3972.4 28271.6 4391.2 3569.2 0.0    140822.3 

等々力二丁目 3533.6 83926.6 42141.7 23502.5 1098.5 0.0 8442.0 4915.2 6899.1 61371.1 451.3 0.0 0.0 633.4 1731.2 1029.5 239675.6 

野毛一丁目 4959.3 65744.3 53644.7 7444.5 982.9 0.0 3551.7 5093.7 45899.9 27677.9 0.0 684.1 0.0 5838.5 6007.8 9332.6 44.4 236906.4 

合計 
73176.5 534534.2 264994.1 80430.9 9778.4 0.0 50311.3 24580.2 89074.5 279539.5 14297.6 22542.9 2734.7 7452.2 15296.4 11302.4 1691.7 1481737.6 

4.9 36.1 17.9 5.4 0.7 0.0 3.4 1.7 6.0 18.9 1.0 1.5 0.2 0.5 1.0 0.8 0.1 100%

図 自然面分布図 図 航空写真（平成 28 年撮影） 

(㎡) 



第 4章 調査結果 

生物-36 

 

調査地区 3 給田四丁目緑地とその周辺 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ケヤキ、シラカシ、 

クスノキ 

亜高木層:イロハモミジ、モウソウ

チク、ハルニレ 

低木層：キンモクセイ、ヒイラギ、

オオムラサキ 

草本層:メヒシバ、シマスズメノヒ

エ、オオキンケイギク 

確認なし 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 
確認なし 

コゲラ、 

シジュウカラ、

メジロ、アオジ、

スズメ、ドバト、

ムクドリ 

昆虫類 

樹林：ムラサキシジミ、アブラゼミ、アカボシゴマダラ 

草地：マルカメムシ、ショウリョウバッタ、ナミテントウ、ウラナミ

シジミ 

地表：トビイロシロアリ、セアカヒラタゴミムシ、エンマコオロギ、

コカマキリ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋敷林 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園の草地と植栽 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  住宅が密集するが、屋敷林や集

合住宅地周辺に樹林が点在す

る。また、公園内や学校構内の

草地が点在する。 

 

 屋敷林は階層構造が豊かで、ケ

ヤキやクスノキの高木のほか、

低木層にササ類が繁茂し藪を形

成している。 

 

 住宅地に隣接して、農地が点在

しており、開けた環境が点在す

る。 

 

 樹林性や草地性の種が主に確認

された。また、開けた環境を利

用する種も確認された。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

住宅地の中に 

中・小規模緑地が 

点在する地域 

調査地区の環境要素 

 

 

2 

4 

5 

3.給田四丁目緑地 

とその周辺 

仙川 

野川 

谷戸川 
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中央自動車道 
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樹林 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

草地

1 

樹木

16.2%

草地

2.3%
竹林

0.1%

屋上

緑地

0.3%
農地

6.8%

裸地

5.7%水面

0.01%

道路・

建築

物等
68.6%

自然面率 

31.4％ 

住宅地 農地
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昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

下線部：外来種 

アブラゼミ

樹林内にメジロやアブラゼミ

が生息する。 

アオジ

メジロ

スズメ

マルカメムシ 

ドバト 

トビイロシワアリ

ツマグロヒョウモン

屋敷林として、ケヤキやシラカシなどからなる

階層構造の豊かな樹林が形成される。 

アズマネザサなどからなる藪に

アオジが生息する。 

農地でスズメやムクドリが採餌

する。 

市街地をドバトが利用する。 

公園や空き地の草地でマルカメムシ

やトビイロシワアリが生息する。 

公園や学校などの植栽をツマグロヒョ

ウモンが利用する。 

オオキンケイギク 

住宅地脇の植栽にオオキンケイギク

が生育する。 
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生物-37 

表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業

施設 

屋外利用

地等 

未利用地

等 

公園・

運動場等
道路 

鉄道・

港湾等
畑 樹園地

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

給田五丁目 8141.6 18843.1 35800.3 16974.6 3983.7 0.0 7738.6 5584.8 3911.5 21831.7 0.0 1735.7 0.0    845.0 125390.6 

給田三丁目 3500.3 55893.3 57451.2 17564.2 7112.6 0.0 14011.7 3381.0 1636.5 32459.5 9150.5 7044.0 0.0  2548.0  111.2 211864.1 

給田四丁目 14728.2 62305.9 50173.0 10716.8 3152.0 0.0 10574.9 2005.6 7950.1 42996.6 0.0 4303.8 0.0    192.7 209099.6 

南烏山六丁目 7950.5 30453.0 84403.4 37728.6 3554.2 327.8 7674.3 849.2 3132.5 35831.9 3164.7 271.0 0.0    215341.2 

北烏山九丁目 40542.6 53699.6 39198.7 7423.8 7814.1 0.0 6459.8 6564.7 3058.7 35513.0 0.0 25257.1 0.0    2018.3 227550.2 

北烏山五丁目 46629.0 28450.1 20651.9 6549.5 2850.2 0.0 5793.9 2742.0 28953.2 30929.5 0.0 1259.4 0.0    330.9 175139.6 

北烏山七丁目 6537.7 59915.8 56697.6 17672.3 919.7 0.0 7095.5 4033.8 1527.6 37403.5 0.0 20302.5 0.0 30435.4   198.4 242739.8 

北烏山八丁目 38892.3 41096.0 44887.7 10622.8 598.4 0.0 4945.1 7884.9 4281.0 38623.7 0.0 16440.1 0.0    677.9 208949.8 

北烏山六丁目 30740.9 72864.2 52500.6 9587.2 504.9 0.0 9120.5 1098.0 7240.4 39992.2 0.0 11897.0 201.1    310.5 236057.3 

合計 
197663.0 423521.1 441764.4 134839.6 30489.8 327.8 73414.3 34144.1 61691.6 315581.5 12315.2 88510.6 201.1 30435.4 2548.0 0.0 4684.7 1852132.2 

10.7 22.9 23.9 7.3 1.6 0.0 4.0 1.8 3.3 17.0 0.7 4.8 0.0 1.6 0.1 0.0 0.3 100%

図 自然面分布図 図 航空写真（平成 28 年撮影） 

(㎡) 
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調査地区 4 烏山川緑道 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ケヤキ、クスノキ、 

ムクノキ 

亜高木層:ソメイヨシノ、シラカシ

低木層：イロハモミジ、ヤブツバ

キ、ヒサカキ 

草本層:メヒシバ、ヌカキビ、ナキ

リスゲ、カヤツリグサ、

オオキンケイギク 

アブラコウモリ 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認種全て重要種に

該当するため非記載

ヒヨドリ、 

メジロ、アトリ、

ドバト、ハシブ

トガラス、 

ムクドリ、スズ

メ 

昆虫類 

樹林：ナミアゲハ、アカボシゴマダラ、アブラゼミ、ハラビロカミキ

リ 

草地：クビキリギス、ショウリョウバッタ、マルカメムシ、モンキチ

ョウ、ホソヘリカメムシ 

地表：アメイロアリ、キアシハサミムシ、アミメアリ、ミツカドコオ

ロギ、マダラスズ、イボバッタ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽木下に自然侵入した草本類 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道に隣接する市街地 

  

航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

調査地区の特徴 地域区分 

 住宅や商業施設が密集するなかに位置しており、地域住民の通勤・

通学・散歩などの生活道路として利用される。 

 

 緑道沿いにケヤキやクスノキなどの高木の並木と、ヒサカキなどの

低木が植栽され、連続したみどりとなっている。緑道脇は市街地と

なっており、林内は明るい環境となっている。 

 

 主に草地や樹林、市街地に生息する種を確認した。 

住宅地の中に 

中・小規模緑地が 

点在する地域 

調査地区の環境要素 

 
樹林 

調査結果の概要 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

草地

住宅地

樹木

74.1%

草地

1.9%

裸地

0.2%

道路・

建築

物等
23.8%

自然面率 

76.2％ 

2 

3 
5 

4.烏山川緑道 仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川

谷沢川 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

凡例 

:調査地区 

1 

200

16

2

2

1

281

0 100 200 300

昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

スズメ

下線部：外来種 

ヒヨドリ 

アブラコウモリ 
メジロ 

マルカメムシ

ショウリョウバッタ 

アブラゼミ 

アメイロアリ
オオキンケイギク

住宅や市街地をスズメやドバト

が利用する。 

歩道沿いにケヤキやソメイヨシノなどが

植栽され樹林が形成されている。 

樹林内にヒヨドリやメジロ、アブラゼミ

が生息する。 

歩道沿いの植栽箇所にオオキンケイギク

が生育する。 

植栽箇所にメヒシバやヌカキビなど

が侵入し草地が形成されている。 

草地にショウリョウバッタやマルカメムシ、

アメイロアリが生息する。 

アブラコウモリが昆虫類を

捕食する。 
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業

施設 

屋外利用

地等 

未利用地

等 

公園・

運動場等
道路 

鉄道・

港湾等
畑 樹園地

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

宮坂一丁目 38688.0 102954.4 51245.4 7233.8 1051.0 0.0 7520.8 4920.8 4602.8 46521.6 744.5 2468.5 0.0    267951.6 

経堂一丁目 11415.3 62259.7 53534.3 31448.8 938.9 0.0 10733.8 2220.5 4090.2 36016.6 588.9 341.8 0.0    213588.8 

経堂五丁目 1347.6 69068.6 69767.9 20101.9 2850.1 0.0 6939.7 3820.9 5743.0 39131.0 0.0 0.0 0.0 1852.2   220623.0 

経堂三丁目 7986.8 72973.6 41271.0 4549.1 389.8 0.0 2707.9 3537.2 6335.5 26291.0 6705.7 0.0 0.0    172747.6 

経堂四丁目 2598.1 72283.5 57190.2 9370.8 1370.9 0.0 8560.5 10641.5 3346.8 46782.0 11992.7 0.0 0.0    224137.0 

経堂二丁目 2463.7 63269.5 31926.2 24436.4 227.8 0.0 5707.4 2441.3 0.0 24259.4 9690.2 423.8 0.0    164845.7 

豪徳寺二丁目 35304.0 80908.2 24882.7 3260.8 554.6 0.0 2629.0 7109.5 24104.3 27911.0 3465.6 0.0 0.0 5913.0   216042.8 

桜一丁目 25882.7 93348.1 59549.0 4572.9 1098.7 0.0 3467.5 7108.1 7205.2 36901.8 3523.6 0.0 0.0    242657.7 

桜二丁目 9410.3 59716.4 44867.8 4199.9 532.1 0.0 8334.6 2066.2 7559.2 20994.0 0.0 1689.1 0.0    159369.6 

船橋一丁目 5581.8 95067.1 75122.6 25265.2 3102.1 0.0 5934.3 1904.5 1958.4 37378.1 852.4 1535.0 0.0    253701.5 

船橋五丁目 23830.9 57150.5 65387.5 7532.2 2358.1 0.0 9340.1 2567.7 4418.8 41692.3 0.0 0.0 0.0    214278.2 

船橋三丁目 28347.0 49146.7 55973.3 1567.1 119.3 0.0 6835.2 407.6 4283.2 23393.3 0.0 1516.2 0.0    171588.9 

船橋四丁目 44997.2 66189.8 38954.3 10976.3 2876.7 0.0 8034.9 2338.8 3910.2 33112.4 0.0 3588.0 0.0 368.9   215347.5 

船橋六丁目 3470.1 20131.9 23851.1 32031.8 6179.6 0.0 5227.3 10996.0 8804.4 29670.9 0.0 0.0 0.0    140363.0 

合計 
241323.3 964468.0 693523.4 186547.0 23649.9 0.0 91973.0 62080.3 86362.2 470055.6 37563.7 11562.4 0.0 8134.1 0.0 0.0 0.0 2877242.8 

8.4 33.5 24.1 6.5 0.8 0.0 3.2 2.2 3.0 16.3 1.3 0.4 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 100%

図 自然面分布図 図 航空写真（平成 28 年撮影） 

(㎡) 
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調査地区 5 大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

調査地区の位置 自然面率 生物調査結果 生物の主な確認種※1（下線部：外来種） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 

高木層：ケヤキ、ムクノキ 

亜高木層:イチョウ、スダジイ、ク

スノキ、オオシマザクラ

低木層：ヒサカキ、ヤマモミジ、

ドウダンツツジ、トウネ

ズミモチ 

草本層:メヒシバ、コメヒシバ、ア

キノエノコログサ 

確認なし 
確認種全て重要種に

該当するため非記載 

確認種全て重要種に

該当するため非記載

シジュウカラ、

メジロ、スズメ、

ドバト、ムクド

リ、ハシブトガ

ラス 

昆虫類 

樹林：アオスジアゲハ、クロアゲハ、アカボシゴマダラ、カネタタキ

草地：ヤマトシジミ、ツマグロヒョウモン、オンブバッタ、ナミテン

トウ、モンシロチョウ 

地表：クロヤマアリ、マルガタゴミムシ、トウキョウヒメハンミョウ、

アメイロアリ、ミツカドコオロギ 

調査地区の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳澤の杜市民緑地 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅地 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園 

  

航空写真 調査地区の特徴 

  市街化が進み、住宅が密集して

いる。 

 

 柳澤の杜市民緑地や、公園、住

宅の庭先の植栽など、住宅に隣

接して小規模な樹林が点在して

いる。 

 

 周辺も市街化が進み、調査地区

と同様の環境となっており、連

続したみどりはみられない。 

 

 主に草地や市街地に生息する種

を確認した。 

 

 住宅の植栽など、小規模な樹林

を利用する種もみられた。 

生物の生息の状況（断面イメージ） 

 

地域区分 

市街化が進み 

比較的みどりが少ない地域 

調査地区の環境要素 

 

 

2 

4 

3 

5. 大原一丁目柳澤の杜

市民緑地とその周辺 

仙川 

野川 

谷戸川 

多摩川 

玉川上水 

目黒川 

丸
子
川

谷沢川 

中央自動車道 

環
状
八
号
線 

東名自動車道 

環
状
七
号
線 

樹林 

調査結果の概要 

凡例 

:調査地区 

樹木 草地

竹林 屋上緑地

農地 裸地

水面 道路・建築物等

生物種名は、重要種保護の観点から、重要種以外を記載している。 

※1主な確認種：確認種のうち、多くの個体数がみられた種や、調査地の環境を特徴づける種など 

草地

1 

住宅地

樹木

9.9%
草地

0.4% 竹林

0.1% 屋上

緑地

0.1%

裸地

7.0%

道路・

建築

物等
82.6%

自然面率 

17.4％ 
172

16

1

1

0

221

0 100 200 300

昆虫類

鳥類

両生類

爬虫類

哺乳類

植物

種数

下線部：外来種 

スズメ 

メジロ 

ヒヨドリ

ヤマトシジミ

ミツカドコオロギアメイロアリ

住居の植栽木をスズメやムクドリが

利用する。 

柳澤の杜市民緑地内にクスノキやヒサカキ

などからなる樹林が形成される。 

樹林内にメジロやヒヨドリが生息する。

メヒシバやコメヒシバ、アキノエノコログサなどから

なる草地が形成され、ミツカドコオロギが生息する。

住宅が密集しているが、庭先の植栽などにより、

小規模な緑地が点在する。 
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表 調査地区周辺 250m の範囲に含まれる町丁の土地利用状況 
（生物の移動範囲を考慮し、調査地区周辺 250m の範囲の土地利用状況を示す。） 

 

 

 

 

町丁名 公共用地 
専用独立

住宅 
集合住宅 商業用地 工業用地 

農林漁業

施設 

屋外利用

地等 

未利用地

等 

公園・

運動場等
道路 

鉄道・

港湾等
畑 樹園地

水面・河

川・水路 
原野 森林 その他 合計 

羽根木一丁目 2965.4 65658.4 31779.2 14536.8 429.8 0.0 3396.0 654.2 447.7 35604.1 4378.7 597.8 0.0    40.8 160488.7 

羽根木二丁目 1278.1 86336.3 42955.3 5456.2 775.6 0.0 3538.1 2707.5 757.3 26013.2 0.0 68.4 0.0    65.0 169950.8 

代田六丁目 16126.7 83891.1 53138.5 7323.4 666.8 0.0 4741.3 744.0 511.6 28826.2 46.9 0.0 0.0   152.9 145.1 196314.2 

大原一丁目 2703.0 85275.2 73495.5 8116.6 1053.6 0.0 5817.0 10469.4 5546.9 46471.3 535.0 0.0 0.0    239483.6 

大原二丁目 53076.2 24875.5 30195.8 15837.3 3037.4 0.0 2934.5 2149.6 5390.1 36335.8 3567.3 0.0 0.0  505.2  360.2 178264.8 

北沢五丁目 20306.7 74317.7 46689.1 6097.5 831.0 0.0 5523.2 2389.2 5176.3 41226.9 0.0 0.0 0.0    202557.6 

北沢三丁目 1826.8 50362.8 39227.4 16899.6 6741.3 0.0 3037.4 10248.8 4738.5 24866.5 0.0 0.0 0.0    157949.0 

北沢四丁目 7946.0 83918.2 44513.9 3852.6 231.7 0.0 1664.8 4488.2 3495.0 30872.9 0.0 0.0 0.0    180983.2 

北沢二丁目 7112.0 18022.8 22757.9 78099.2 4515.6 0.0 4392.5 13979.8 0.0 30915.1 5722.3 0.0 0.0    185517.3 

合計 
113340.9 572657.9 384752.7 156219.1 18282.7 0.0 35044.9 47830.6 26063.3 301131.9 14250.2 666.1 0.0 0.0 505.2 152.9 611.0 1671509.2 

6.8 34.3 23.0 9.3 1.1 0.0 2.1 2.9 1.6 18.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100%

図 自然面分布図 図 航空写真（平成 28 年撮影） 

(㎡) 
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4-3. 各調査項目の調査結果 

（１）植物調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、全 118 科 480 種の植物が確認された（表 4-4）。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、在来種が 448 種（93％）、外来種が 32

種（7％）であった（図 4-1）。 

また、確認種のうち、「自生（栽培によらないで自然に生育している植物）」、「植

栽（観賞などの目的で人為的に植えられた植物）」、「逸出（植栽された後に自力で

野生化し、生育範囲を広げている植物）」、「植栽および逸出（植栽と逸出の両方が

確認された植物）」の割合をみると、自生が 303 種（63％）、植栽が 109 種（23％）、

逸出が 41 種（8％）、植栽および逸出が 27 種（6％）であった（図 4-2）。 

 

表 4-4 調査地区全体の確認状況（植物） 

区分 科数 種数 

シダ植物 12 29 

種子植物 

裸子植物 8 17 

被子植物 
双子葉植物 

離弁花類 67 244 

合弁花類 20 98 

単子葉植物 11 92 

合計 118 科 480 種 

 

在来種

93%

外来種

7%

 

図 4-1 在来種と外来種の割合 

 

自生

63%

植栽

23%

逸出

8%

植栽

逸出

6%

 

  図 4-2 自生・植栽・逸出の割合 
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② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-5 に示すとおりであった。 

 

表 4-5 調査地区別の確認状況（植物） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認

種数
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 238 種

・落葉高木(サクラ類やケヤキなど)、常

緑高木(シイ・カシなど)、低木(ツツ

ジ類など)がみられ、サンクチュアリ

では階層構造が発達している。 

・谷戸川沿いの河岸は樹木が川に張り出

し、樹林帯を形成する。 

2 玉川 等々力渓谷公園 178 種

・ムクノキ、ケヤキなどの落葉高木やシ

イ・カシなどの常緑高木が渓谷斜面を

覆う。 

・河川沿いの湿潤な環境にはセキショウ

がまとまって生育する。 

3 
②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と

その周辺 
257 種

・住宅が密集するが、市民緑地や学校構

内、そして集合住宅周辺等に小規模な

樹林が点在する。 

・基幹公園（ぽけっと、街区、近隣地区、

運動公園）や学校構内のグラウンド等

に草地が見られ、住宅地内に耕作地が

点在する。 

4 世田谷 烏山川緑道 281 種

・緑道沿いは落葉高木や常緑高木の並

木、植栽低木により緑が繋がれてお

り、一部で花壇が整備されている。 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

221 種

・全体として住宅が大半であるが、小規

模な樹林が市民緑地や学校構内に存

在する。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、表 4-6 に示す 8科 9 種が確認された。ただし、このうち 7種は植栽

個体と考えられ、自生の重要種はアスカイノデとハンノキの 2種と考えられた。 

重要種の確認状況を表 4-7 に示す。 

 

表 4-6 重要種の選定結果（植物） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

備考

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④ ⑤ 

1 オシダ アスカイノデ ● VU 

2 カバノキ ハンノキ ● VU 

3 マンサク トサミズキ ● NT 植栽

4 バラ シロヤマブキ ● ● EN 植栽

5 アカネ ハクチョウゲ ● EN 植栽

6 キキョウ キキョウ ● VU EX 植栽

7 アヤメ アヤメ ● EX 植栽

8 ラン シラン ● ● ● ● NT 植栽

9   エビネ ● ● NT VU 植栽

計 8 科 9 種 2 種 1 種 4種 3種 4種 0種 0種 6種 5種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，留：留意種，・：非分布 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 4-7(1) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

アスカイノデ（オシダ科） 

 
（平成 28 年 7 月 20 日） 

本州、四国、九州に分布する。常緑性シダで根

茎は短く、塊状となり、葉を叢生する。太平洋

沿岸地の林床にしばしば群生するほか、内陸部

にも生育する。海岸近くの常緑樹林、段丘林、

丘陵地の谷戸、低山地など陰湿な林に多い。山

林の改変などによる生育環境の改変が本種の

生存を脅かす主な要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(夏)遊歩道脇の 3地点で 1

個体ずつ、計 3個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

第
４
章 

重要種保護の観点

から、確認地区は非
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表 4-7(2) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

ハンノキ（カバノキ科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

全国に分布する。落葉高木で高さ 15～20m とな

る。低地の河川湿地から丘陵地の谷戸、山地の湿

原などに生育する。 

開発による湿地の消失や河川の整備などが本種

の生存を脅かす主な要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)サンクチュアリ内で高木を 1

個体確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

トサミズキ（マンサク科） 

 
（平成 28 年 10 月 24 日） 

都道府県別では四国（高知県）に自生する。落葉

低木で樹高は 2～4m になる。葉は左右不動の倒卵

形で、長さ 5～10cm、幅は 4～9cm になる。花期

は 3～4 月である。高知県の丘陵帯の蛇紋岩地帯

や石灰岩地帯に自生する。 
出典：「葉で分かる樹木」(平成 21 年、信濃毎日新聞社) 

確認状況 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】(秋)市民緑地の

遊歩道沿いにあるロープ柵内で 1 個体を確認

した。植栽と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 東京都 RDB：- 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(3) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

シロヤマブキ（バラ科） 

 
（平成 28 年 7 月 19 日） 

都道府県別では、島根県、岡山県、広島県、香

川県で確認される。落葉小低木で高さ 2m 程に

なる。葉は卵型、長さ 5～10cm で鋭い重鋸歯が

ある。花は 4～5月に咲き、白色。果皮は膜質、

黒色で光沢があり無毛。園芸用の採取、植生の

遷移が減少の主要因とされる。 
出典：「レッドデータブック 2014」―日本の絶滅のおそれの

ある野生生物―8 －植物Ⅰ―(平成 27 年、環境省) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】(秋)アスファル

ト道路脇の草地で、1個体を確認した。植栽

と考えられる。 

【烏山川緑道】(夏)緑道沿いの民家脇およびロ

ープ柵に囲われた草地で 1 個体ずつ、計 2

個体を確認した。いずれも植栽と考えられ

る。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧 IB 類（EN） 東京都 RDB：- 

種名 生態情報 

ハクチョウゲ（アカネ科） 

 
（平成 28 年 10 月 26 日） 

都道府県別では、長崎で確認されている。常緑小

低木で高さ 0.5～1.0m 程になる。葉は革質、長楕

円形または倒被針形、長さ 5～20mm、両面ともに

無毛である。花は短枝の先に 1～2 個つく。花冠

は白色で淡紅紫色を帯びることがある。 
出典：「レッドデータブック 2014」―日本の絶滅のおそれの

ある野生生物―8 －植物Ⅰ―(平成 27 年、環境省) 

確認状況 

【烏山川緑道】(秋)緑道沿いで 1地点 5個体を確

認した。いずれも街路樹として植栽された個体

と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧 IB 類（EN） 東京都 RDB：- 
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表 4-7(4) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

キキョウ（キキョウ科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

全国に分布する。多年草で茎は高さ 50～100cm

となる。花期は 7～8 月で、青紫色の花をつける

ことが多い。山地の二次林内のやや湿った所に生

育する。区部において、自生個体は絶滅したとさ

れる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】(春)市民緑地の

ロープ柵に囲まれた草地で、1 地点 20 個体を

確認した。いずれも植栽個体と考えられる。

指定状況 

環境省 RL：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 東京都 RDB：絶滅（EX） 

種名 生態情報 

アヤメ（アヤメ科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

全国に分布する。多年草で花茎は 30～60cm とな

る。花期は 5～7 月で、紫色の花をつける。山地

の日当たりの良い草地に生育する。栽培される機

会が多い。区部において、自生個体は絶滅したと

される。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【烏山川緑道】(春)緑道沿いの草地で 1 地点 10

個体を確認した。いずれも植栽個体と考えられ

る。なお、周囲には園芸品種が見られた。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅（EX） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な

確認状況は非記載とした。 
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表 4-7(5) 重要種の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

シラン（ラン科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

 

全国に分布する。多年草で茎は 30～70cm となる。

花期は 4～5 月で、紅紫色、ときに白色の花をつ

ける。日当たりの良い湿性斜面に生育する。観賞

用として栽培されることが多い。 
出典：「山渓ハンディ図鑑 2 山に咲く花」(平成 25 年、株式

会社 山と渓谷社) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)遊歩道脇の 2地点でそれぞれ

約 100 個体、約 80 個体を確認した。いずれも

植栽個体と考えられる。 

【給田 4 丁目緑地とその周辺】(夏)民家脇で 1

個体ずつ計 2個体を確認した。いずれも植栽個

体と考えられる。 

【烏山川緑道】(春)緑道沿いの草地で 2 地点 35

個体を確認した。いずれも植栽個体と考えられ

る。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】(春)市民緑地の

入口付近で植栽個体と考えられる 1 個体を確

認した。(夏) 民家脇で 5地点、計 36個体を確

認した。 

上記のいずれも植栽個体と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 東京都 RDB：- 

種名 生態情報 

エビネ（ラン科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

全国に分布する。多年草で花茎は 20～40cm とな

る。花期は 4～5 月で、色は紫褐色、淡紅色、白

色など変化に富む。台地や丘陵地、山地の落葉か

ら常緑樹林、竹林に生育する。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】(春)北烏山九丁目

屋敷林内で 2地点計 5個体を確認した。いずれ

も植栽個体と考えられる。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地】(春)入口付近で

2 地点 11 個体を確認した。(夏)遊歩道脇で 1

地点 20 個体を確認した。 

上記のいずれも植栽と考えられる。 

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

④ 外来種の確認状況 

外来種として、表 4-8 に示す 16 科 32 種が確認された。そのうち、特定外来生物と

しては、アレチウリとオオキンケイギクの 2種が確認された。 

特定外来生物の確認状況を表 4-9 に示す。 
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表 4-8 外来種の選定結果（植物） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 イワヒバ コンテリクラマゴケ ● 国外/総合対策/その他 

2 タデ シャクチリソバ ● 国外/総合対策/その他 

3 ヒメツルソバ ● ● 国外/総合対策/その他 

4 ナガバギシギシ ● 国外/総合対策/その他 

5 エゾノギシギシ ● ● ● 国外/総合対策/その他 

6 メギ ヒイラギナンテン ● ● ● ● ● 国外/総合対策/その他 

7 バラ ビワ ● ● ● ● 国外/産業管理 

8 トキワサンザシ ● 国外/総合対策/その他 

9 マメ イタチハギ ● 国外/総合対策/重点 

10 ハリエンジュ ● ● ● 国外/産業管理 

11 トウダイグサ ナンキンハゼ ● 国外/総合対策/その他 

12 ニガキ シンジュ ● 国外/総合対策/重点 

13 アオイ フヨウ ● ● 国外/総合対策/その他 

14 ウリ アレチウリ ● 特 国外/総合対策/緊急 

15 モクセイ トウネズミモチ ● ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

16 キョウチクトウ ツルニチニチソウ ● ● 国外/総合対策/重点 

17 キク クワモドキ ● 国外/総合対策/重点 

18 アメリカセンダングサ ● ● 国外/総合対策/その他 

19 アメリカオニアザミ ● ● 国外/総合対策/その他 

20 オオキンケイギク ● ● 特 国外/総合対策/緊急 

21 セイタカアワダチソウ ● ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

22 ヒメジョオン ● ● ● ● ● 国外/総合対策/その他 

23 セイヨウタンポポ ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

24 ユリ ハナニラ ● 国外/総合対策/その他 

25 タカサゴユリ ● 国外/総合対策/その他 

26 アヤメ キショウブ ● ● 国外/総合対策/重点 

27 ツユクサ ノハカタカラクサ ● ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

28 イネ オニウシノケグサ ● ● 国外/産業管理 

29 シマスズメノヒエ ● 国外/総合対策/その他 

30 タチスズメノヒエ ● 国外/総合対策/その他 

31 マダケ ● ● 国外/産業管理 

32 モウソウチク ● ● 国外/産業管理 

計 16 科 32 種 13種 10種 21種 15種 13種 2 種 32 種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は、原則として「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 
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《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 

表 4-9 特定外来生物の確認状況（植物） 

種名 生態情報 

アレチウリ（ウリ科） 

 
（平成 28 年 10 月 25 日） 

全国に分布する。つる性の一年生草本で長さ数～

数十mになる。花期は8～10月で白い花をつける。

生育速度が非常に速く、群生することが多い。日

当たりの良い場所を好み、土壌環境に対する適応

性が大きい。特に有機質の多い汚染河川岸に非常

に多い。アレチウリが大量に生育する場所では、

他の植物がほとんど生育しない事例も確認され

ており、河岸の固有種との競合や駆逐のおそれか

ら、駆除が実施されている。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2015 年 10 月１日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/1outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【都立砧公園】(秋)サンクチュアリの池周辺の低

茎草地において、約 3m×3m の範囲で確認され

た。 

種名 生態情報 

オオキンケイギク（キク科） 

 
（平成 28 年 10 月 24 日） 

全国に分布する。多年草で花茎は 30～70cm とな

る。花期は 5～7月で黄色い花をつける。観賞用、

緑化用に導入された個体が逸出しており、河川敷

や道路にしばし大群落をつくり、在来生態系への

影響が危惧されている。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2015 年 10 月１日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/1outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】(春)歩道脇の低茎

草地で 3地点計 20 個体を確認した。(秋)歩道

脇の低茎草地で 1個体を確認した。 

【烏山川緑道】(春)歩道脇の低茎草地と駐車場の

堺で 1地点 20 個体を確認した。(夏)歩道脇の

低茎草地で 1地点 3個体を確認した。 
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（２）哺乳類・爬虫類・両生類調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、哺乳類は 5科 5 種、爬虫類は 4科 4 種、両生類は 2科 2 種が確認

された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、哺乳類は在来種が 3 種（60％）、外来種

が 2 種（40％）であった（図 4-3）。また、爬虫類および両生類は確認種全てが在来

種であった（図 4-3）。 

在来種

60%

外来種

20%

   

在来種

100%

   

在来種

100%

 

図 4-3 在来種と外来種の割合（哺乳類（左）、爬虫類（中央）、両生類（右）） 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-10 に示すとおりであった。 

 

表 4-10 調査地区別の確認状況（哺乳類・両生類・爬虫類） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 

哺乳類：2種

爬虫類：2種

両生類：0種

・サンクチュアリを移動するタヌキを

確認した。 

2 玉川 等々力渓谷公園 

哺乳類：3種

爬虫類：4種

両生類：0種

・橋下でアライグマのフィールドサイ

ンを確認した。 

・樹林内でハクビシンのフィールドサ

インを確認した。 

3 
②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地

とその周辺 

哺乳類：0種

爬虫類：2種

両生類：0種

 

4 世田谷 烏山川緑道 

哺乳類：1種

爬虫類：2種

両生類：2種

・周辺の市街地と併せて緑道上を通過

するアブラコウモリを確認した。

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 

大原一丁目柳澤

の杜市民緑地と

その周辺 

哺乳類：0種

爬虫類：1種

両生類：1種

 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

 

③ 重要種の確認状況 

重要種として、哺乳類は 1科 1 種、爬虫類は 4科 4 種、両生類は 2科 2 種が確認さ

れた（表 4-11～表 4-13）。 

重要種の確認状況を表 4-14～表 4-16 に示す。 

哺乳類 爬虫類 両生類 
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表 4-11 重要種の選定結果（哺乳類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

備考

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④ ⑤

1 モグラ アズマモグラ ● ● 留  

計 1 科 1 種 1 種 1 種 0種 0種 0種 0種 0種 0 種 1 種 0 種  

 

表 4-12 重要種の選定結果（爬虫類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

備考

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④ ⑤ 

1 ヤモリ ニホンヤモリ ● ● ● VU 

2 トカゲ ヒガシニホントカゲ ● ● ● CR+EN 

3 カナヘビ ニホンカナヘビ ● ● ● ● VU 

4 ナミヘビ ヒバカリ ● VU 

計 4 科 4 種 2 種 4 種 2種 2種 1種 0種 0種 0種 4 種 0 種

 

表 4-13 重要種の選定結果（両生類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

備考

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④ ⑤ 

1 ヒキガエル アズマヒキガエル ● ● NT  

2 アマガエル ニホンアマガエル ● EN  

計 2 科 2 種 0 種 0 種 0種 2種 1種 0種 0種 0種 2 種 0 種  
※1：1 都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9 年、環境省）、爬虫

類・両生類は「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 27 年 5 月 28 日改訂、平成 28 年 3 月 11 日修正、日本爬虫類両生類学

会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国

際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)における選

定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準

絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 
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重要種保護の観点から、確認地区及び

詳細な確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点か

ら、確認地区及び詳

細な確認状況は非記

載とした。 

重要種保護の観点から、確認

地区及び詳細な確認状況は

非記載とした。 
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表 4-14 重要種の確認状況（哺乳類） 

種名 生態情報 

アズマモグラ（モグラ科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

 
出典：レッドデータブック東京 2013 

本州、四国に分布する。頭胴長 12～16cm、灰黒

色で、手はグローブ状となり、尾は短い。平地か

ら山地の耕作地や草地、樹林などの地下にトンネ

ルを掘って生息し、トンネル内に落ちたミミズ類

や昆虫類の幼虫などを餌とする。都市部の公園、

河川敷、耕作地周辺から山地の樹林などに生息す

る。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)塚を広葉樹林で 10 個、針広

混交林で 3個、芝生で 1個、林縁で 1個確認し

た。坑道を針広混交林で 1個、林縁で 1個確認

した。塚と坑道を針広混交林で 1個、広葉樹林

で 1個確認した。(秋)広葉樹林や芝生を中心と

して、38 箇所に塚や坑道を確認した。 

【等々力渓谷公園】(春)塚を日本庭園の竹林で 1

個、広葉樹沿いの遊歩道で 1個確認した。坑道

を広葉樹林の遊歩道脇で 3 個確認した。(夏)

塚を広葉樹林の遊歩道脇で 5個確認した。(秋)

広葉樹林の 6箇所で塚や坑道を確認した。うち

1箇所は移動中の調査範囲外での確認である。

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：留意種（留） 

 

表 4-15(1) 重要種の確認状況（爬虫類） 

種名 生態情報 

ニホンヤモリ（ヤモリ科） 

 
（平成 28 年 6 月 6日） 

本州、四国、九州に分布する。全長 10～14cm 程

度。体色は淡い灰色に暗褐色の斑紋があるが、温

度などにより大きく変わる。体は平たく指先が扁

平で壁を垂直に登ったり、天井なども巧みに素早

く動く。尾は自切りする。瞼がなく目を閉じるこ

とはない。夜行性でガ類など昆虫類、クモ類を食

べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(秋)岸辺の常緑樹上で幼体 1

個体確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】(夏)公園の植栽低

木の周りで成体を 1個確認された。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地と周辺】(夏)空き

家の石壁の隙間に静止する成体を１個体を確

認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-15(2) 重要種の確認状況（爬虫類） 

種名 生態情報 

ヒガシニホントカゲ（トカゲ科） 

 
（平成 28 年 7 月 19 日） 

 

全国に分布する。全長 20～25cm 程度、体鱗には

光沢がある。オスは背面が茶褐色で体側に黒褐色

の帯がある。メスの尾は鮮やかなコバルトブルー

となる。昼行性でクモ類、昆虫類、陸生甲殻類な

どを食べる。市街地から山地まで広く分布し、日

当たりの良い草地や石垣などのある環境を好む。
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)広葉樹林で成体を亜成体 1

個体、草地で成体を 1個体、幼体を 1個体、花

壇で成体を 1個体確認した。(夏)サンクチュア

リ内の伐採木上で 1個体、入口付近の花壇で幼

体 2個体、成体 1個体の計 4個体を確認した。

【等々力渓谷公園】(夏)庭園内の池の岩の上で 1

個体を確認した。(秋)林縁（ササ藪）で成体 1

個体を確認した。 

【烏山川緑道】(春)植栽低木で成体を 1個体確認

した。(夏)緑道脇の草地で１個体、側溝内で１

個体の計 2個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IA 類（CR） 

種名 生態情報 

ニホンカナヘビ（カナヘビ科） 

 
（平成 28 年 5 月 12 日） 

全国に分布する。全長 16～27cm 程度、尾は長く

全長の 3分の 2強を占める。体色は背面が褐色、

腹面は白または黄色で、体側に白と暗褐色の縞が

はしる。昼行性でクモ類や昆虫類、ダンゴムシな

どの陸生甲殻類を食べる。市街地や低山地まで広

く分布し、日当たりの良い草地や藪を好む。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)林縁の枯葉が薄く堆積した場

所で成体を 1個体を確認した。枯葉が薄く堆積

した場所で１個体を確認した。サンクチュアリ

周辺の草地と植栽低木で成体各 1 個体を確認

した。 

【等々力渓谷公園】(春)日本庭園の園路脇で成体

1個体確認した。 

【給田四丁目緑地とその周辺】（秋）低木植栽の

2箇所で成体各 1個体を確認した。 

【烏山川緑道】(夏)緑道の杭上で成体１個体を確

認した。 (秋)低木植栽の 2箇所で成体各 1個

体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
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表 4-15(3) 重要種の確認状況（爬虫類） 

種名 生態情報 

ヒバカリ（ナミヘビ科） 

 
（平成 28 年 10 月 26 日） 

本州、四国、九州に分布する。全長 30～70cm 程

度で、体色は淡褐色、茶褐色もしくは深緑色で、

口角から頸部にかけて白色か黄白色の帯が斜め

に入る。主に早朝や夕方に活動し、カエル類、オ

タマジャクシ、小型魚類、ミミズ類を食べる。平

地から山地、特に水田や湿地などに多い。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】（春）河川内石上で幼体 1 個

体を確認した。（秋）広葉樹林で成体 1 個体確

認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

 

表 4-16 重要種の確認状況（両生類） 

種名 生態情報 

アズマヒキガエル（ヒキガエル科） 

 
(平成 28 年 7月 19 日) 

本州(東海以北および近畿の日本海側の一部に分

布する。体長 4～16cm で、体色は灰白色から茶褐

色を帯びる。四肢は比較的短く、指端に吸盤を持

たない。成体は昆虫類やミミズ類などを食べる。

区部の都市公園、人家の緑地から西多摩の山間地

まで広く生息している。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【烏山川緑道】(夏)緑道上に静止する成体１個体

を確認した。 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地と周辺】(夏)公園

内に静止する成体１個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

 
ニホンアマガエル（アマガエル科） 

出典：レッドデータブック東京 2013 

全国に分布する。体長 2～5cm で、背面の体色は

緑黄色から灰色にまで変化する。四肢の指端に吸

盤を、趾間にみずかきをもつ。成体は昆虫類やク

モ類などを食べる。山地の林縁から開けた草地、

水田の周辺、庭園などに生息する。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【烏山川緑道】(春)緑道脇の住宅の庭先で鳴き声

（1個体）を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IB 類（EN） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 外来種の確認状況 

外来種として、表 4-17 に示すとおり、特定外来生物であるアライグマが確認され

た。 

特定外来生物の確認状況を表 4-18 に示す。 

なお、爬虫類、両生類の外来種は確認されなかった。 

 

表 4-17 外来種の選定結果（哺乳類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 アライグマ アライグマ ● 特 国外/総合対策/緊急 

計 1 科 1 種 0 種 1 種 0種 0種 0種 1種 1種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、哺乳類は原則として「種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧」（平成 9年、環境省）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 

表 4-18 特定外来生物の確認状況（哺乳類） 

種名 生態情報 

アライグマ（アライグマ科） 

 
（平成 28 年 5 月 12 日） 

北米原産で日本には飼育個体の逃亡により定着

し、日本全国での生息が確認されている。森林や

湿地帯から市街地まで多様な環境に生息する。春

には普通 3～4 頭の子を生む。雑食性で動物全般

から果実・野菜・穀類まで食し、農業被害や在来

種への影響が危惧されている。 
出典：「特定外来生物等一覧（最終更新：2015 年 10 月１日）」

https://www.env.go.jp/nature/intro/1outline/list/ (環

境省) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)橋下の裸地で足跡を 1

地点確認した。(秋)橋下の裸地で足跡を 1地点確

認した。 
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（３）鳥類調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、全 23 科 41 種の鳥類が確認された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、確認種全てが在来種であった（図 4-4）。 

在来種

100%

 

図 4-4 在来種と外来種の割合 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-19 に示すとおりであった。 

 

表 4-19 調査地区別の確認状況（鳥類） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認

種数
主な確認種・確認状況 

1 

①みどりの連続性

が高い地域 

砧 都立砧公園 

 

36 種

 

・樹林でコゲラやアカゲラ、エナガなどが

確認された。 

・藪でウグイスやアオジが確認された。 

・草地でムクドリやスズメが確認された他、

開けた場所でモズが確認された。 

・水辺でカルガモやアオサギ等が確認され

た。 

2 玉川 等々力渓谷公園 

 

22 種

 

・樹林でコゲラやシジュウカラが確認され

た。 

・藪でウグイスやアオジが確認された。 

・草地でムクドリが確認された。 

・水辺でカルガモやキセキレイが確認され

た。 

3 

②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と

その周辺 

 

24 種

 

・樹林でシジュウカラ、メジロが確認され

た。 

・藪でアオジが確認された。 

・畑地でムクドリやスズメが確認された。

・市街地でドバトやムクドリが確認された。

4 世田谷 烏山川緑道 

 

16 種

 

・樹林でヒヨドリやエナガ、メジロが確認

された。 

・市街地でドバトやハシブトガラス、スズ

メが確認された。 

5 

③市街化が進み比

較的みどりが少な

い地域 

北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

16 種

・樹林でヒヨドリやメジロが確認された。

・市街地でドバトやハシブトガラス、スズ

メが確認された。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、表 4-20 に示す 7科 9種が確認された。 

重要種の確認状況を表 4-21 に示す。 

 

表 4-20 重要種の選定結果（鳥類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

備考
1 2 3 4 5 ① ② ③ ④ ⑤ 

1 サギ コサギ  ●       VU   

2 アマツバメ ヒメアマツバメ ● VU  

3 タカ トビ ●        NT   

4 ツミ ● CR  

5 オオタカ ● 国内 NT CR  

6 カワセミ カワセミ ● VU  

7 キツツキ アオゲラ ● ● EN  

8 モズ モズ ●  ●      VU   

9 アトリ イカル ●        NT   

計 7 科 9 種 7 種 2 種 2種 0種 0種 0種 1種 1種 5 種 0 種  

※1：1 都立砧公園、2 等々力渓谷公園、3 給田四丁目緑地とその周辺、4 烏山川緑道、5 大原一丁目柳澤の杜市

民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「日本鳥類目録改定第 7版」（平成 24 年、日本鳥学会）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4 月 1日施行)

における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧

II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京

都)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧

II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 4-21(1) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

コサギ（サギ科） 

 
（平成 29 年 1 月 11 日） 

体長 61cm。全身が白色で足指の黄色が目立つ。

夏羽は後頭と背や胸に長い飾り羽が出る。水田、

河川、湖沼、干潟など浅い水辺採食し、人やカラ

スによるかく乱の少ない樹林に集団で営巣し、休

息する。魚類やカエル類、甲殻類や昆虫類などを

食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(冬)稚児大師堂の脇の池で採

食を行う 1個体が確認された。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
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重要種保護の観点から、

確認地区及び詳細な確

認状況は非記載とした。

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(2) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

ヒメアマツバメ（アマツバメ科） 

 
（平成 28 年 6 月 8日） 

体長 13cm。成鳥は体の大部分が黒色で、喉から

頸と腰が白く翼は鎌型。主に平地から低山地の開

けた場所に生息し、飛翔性昆虫類を食べる。コン

クリートの建築物などで営巣する。イワツバメの

巣を利用することが多い。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)サンクチュアリ上空を飛翔す

る 2個体が確認された。 

 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

トビ（タカ科） 

 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)より 

体長雄 58.5cm、雌 68.5cm。成鳥は全体が茶褐色

で、翼下面の外側に白斑がある。尾はたたむと凹

形、広げると尾端が直線に揃う。海岸部や平地の

河川・池沼に多いが、高山にも生息する。樹林で

繁殖し、主に死肉を食べるが、ネズミ類、ヘビ類、

カエル類などの小動物を食べることもある 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(冬)調査範囲北西側の上空を飛翔

する 1個体が確認された。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ツミ（タカ科） 

 
（平成 28 年 6 月 7日） 

体長雄 31.5cm、雌 39cm。体上面は青灰色で、体

下面は白く、胸から腹に橙褐色の横斑がある。平

地から山林の樹林、耕作地、河川敷に生息し、営

巣は普通、樹林内に行う。主にスズメ、シジュウ

カラなどの小鳥を食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】(夏)範囲南西側の

家屋の屋根に立つアンテナにとまる 1 個体が

確認された。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IA 類（CR） 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(3) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

オオタカ（タカ科） 

 
確認された巣 

（平成 28年 5 月 13 日） 

 

 
（平成 28 年 6 月 8日） 

北海道、本州、四国、九州で留鳥または漂鳥とし

て生息する。体長 50～60cm 程度で、頭部からの

上体面は暗青灰色で、体下面は白く、細い暗灰色

の横帯がある。ハト類やカモ類など主に中型の鳥

類を食べる。平地から山地の樹林に生息し、繁殖

する。 

営巣可能な大経木の減少や写真撮影などの人為

的ストレスによる繁殖活動のかく乱が、本種の生

存を脅かす要因である。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)サンクチュアリ内の池北東端

から東約 30m の林縁付近の常緑広葉樹に巣を

確認した。またオオタカ成鳥の警戒声を含む鳴

声を周辺で断続的に確認した。(夏)サンクチュ

アリの樹林にある巣の上で成鳥 1 個体と雛 2

個体が確認された。(冬)サンクチュアリの林縁

部で樹上にとまる成鳥 1個体が確認された。

指定状況 

環境省 RL：準絶滅危惧（NT） 東京都 RDB：絶滅危惧 IA 類（CR） 

種の保存法：国内希少野生動植物種  

種名 生態情報 

カワセミ（カワセミ科） 

 
出典：レッドデータブック東京 2013 

体長 17cm。成鳥は背面が光沢のある青色で、頭

部、頬、雨覆は黒褐色。胸から体下面は橙色。平

地から低山地の河川、湖沼、都市公園の池などに

生息する。小魚やザリガニ、エビ類、カエル類な

どを食べる。 
出典：「山渓ハンディ図鑑 2 山に咲く花」(平成 25 年、株式

会社 山と渓谷社) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)サンクチュアリの池で 1個体

の鳴き声が確認された。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 
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確認状況は非記載とした。 
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表 4-21(4) 重要種の確認状況（鳥類） 

種名 生態情報 

アオゲラ（キツツキ科） 

 
（平成 28 年 6 月 8日） 

体長 29cm。成鳥は顔から頸が灰色、背面は黄緑

色。額と眼先は黒く後頭は赤い。平地から山地の

樹林に生息し、昆虫類やクモ類、ムカデ類などを

食べる。多摩地域の丘陵地から山地の樹林に生息

し、繁殖している。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)西側の樹林内で樹木の幹にと

まる 1 個体が確認された。（冬）サンクチュア

リ内外の樹林で各 1個体確認された。 

【等々力渓谷公園】(夏)左岸側樹林内で 1個体の

鳴き声が確認された。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IB 類（EN） 

種名 生態情報 

モズ（モズ科） 

 
（平成 29 年 1 月 11 日） 

体長 20cm。雄成鳥は頭部から後頸が茶褐色で、

過眼線は黒い。背面は灰色、翼と尾は黒褐色。平

地から山地の疎林、耕作地、河畔林、公園などに

生息し、昆虫類やミミズ類、両生・爬虫類などを

食べる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(冬)サンクチュアリの林縁部で鳴

き声による 1個体、サンクチュアリ外で林縁付

近の樹上にとまる 1個体、延べ 2個体が確認さ

れた。 

【給田四丁目緑地とその周辺】(冬)遊歩道沿いお

よび畑地の 2箇所で各 1個体が確認された。

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

イカル（アトリ科） 

 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)より 

体長 23cm。成鳥は頭部が黒色で、顔や後頭から

背、腰、喉から腹まで灰褐色。嘴は黄色で、太く

大きい。平地から山地の落葉広葉樹林に生息し、

木の実や種子を食べる。冬は暖地に移動する。
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(冬)駐車場付近の樹林で、樹上に

とまりさえずる 1個体が確認された。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 特定外来生物の確認状況 

鳥類の外来種は確認されなかった。 

 

（４）昆虫類調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、全 165 科 561 種の昆虫類が確認された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、在来種が 560 種、外来種が 1 種であり、

ほぼ全ての確認種が在来種であった（図 4-5）。 

在来種

99.8%

外来種

0.2%

 

図 4-5 在来種と外来種の割合 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-22 に示すとおりであった。 

 

表 4-22 調査地区別の確認状況（昆虫類） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認

種数
主な確認種・確認状況 

1 
①みどりの連続性

が高い地域 

砧 都立砧公園 296種

・サンクチュアリの池でトンボ類やアメン

ボなどの水辺を利用する種が確認され

た。 

・樹林地ではアブラゼミなどが確認された。

・草地ではヒガシキリギリスなどの草地性

の種が確認された。 

2 玉川 等々力渓谷公園 161種
・河川でトンボ類などの水辺を利用する種

が確認された。 

3 

②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と

その周辺 
194種

・小規模な樹林が点在しており、樹林では

アオスジアゲハなどが確認された。 

・空き地で草地化している箇所にオンブバ

ッタが確認された。 

4 世田谷 烏山川緑道 200種

・緑道沿いの植栽でナミアゲハやアカボシ

ゴマダラなどが確認された 

・緑地沿いの草地ではクビキリギスやナナ

ホシテントウなどが確認された。 

5 

③市街化が進み比

較的みどりが少な

い地域 
北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

172 種

・市民緑地などの小規模な樹林でアオスジ

アゲハが確認された。 

・草地ではヤマトシジミやヨツボシクサカ

ゲロウが確認された。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、表 4-23 に示す 11 科 12 種が確認された。 

重要種の確認状況を表 4-24 に示す。 

 

表 4-23 重要種の選定結果（昆虫類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 3 4 5 ① ② ③ ④ ⑤

1 モノサシトンボ モノサシトンボ ● DD

2 オニヤンマ オニヤンマ ● NT

3 トンボ リスアカネ ● ● NT

4 バッタ ショウリョウバッタモドキ ● VU

5 セミ ヒグラシ ● NT

6 アメンボ オオアメンボ ● ● CR

7 オサムシ オオイクビツヤゴモクムシ ● NT

8 コガネムシ ハンノヒメコガネ ● DD

9 クロカナブン ● EN

10 タマムシ ヤマトタマムシ ● NT

11 ドロバチ オオハムシドロバチ ● DD 

12 タテハチョウ イチモンジチョウ ● DD

計 11 科 12 種 6 種 5 種 2種 0種 1種 0種 0 種 1 種 11 種 0 種

※1：1 都立砧公園、2 等々力渓谷公園、3 給田四丁目緑地とその周辺、4 烏山川緑道、5 大原一丁目柳澤の杜市

民緑地 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 6月 5日公布、平成 5年 4 月 1日施行)

における国際希少野生動植物種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

④「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京

都)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I 類，VU：絶滅危惧

II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情報不足，留：留意種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

重要種保護の観点か

ら、確認地区及び詳細

な確認状況は非記載

とした。 
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表 4-24(1) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

モノサシトンボ（モノサシトンボ科） 

 
（平成 28 年 8 月 3日） 

北海道、本州、四国、九州に分布する。腹長は

31～39mm になり、腹節ごとにリング状の斑紋が

ある。初夏から夏にみられ、平地から丘陵地の樹

木に覆われた池沼に生息する。水生植物がわずか

に生育する程度でも生息でき、公園や庭園の池、

個人宅の庭池などにもよくみられる。最近減少し

た場所も多いが、要因は明らかでない。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(夏)歩道脇の停車車両にとま

る 1個体、路肩の水溜りに 1個体を確認した。

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：情報不足（DD） 

種名 生態情報 

オニヤンマ（オニヤンマ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)

北海道、本州、四国、九州、南西諸島に分布する。

腹長は 60～86mm になり、黒地に黄色斑がある。

初夏から夏にみられ、平地から低山地の様々な流

水環境に生息し、湿地の水溜りや湧水の池などに

もみられる。都市化に伴う湧水や水路の減少など

により、確実な生息地は極めて限られる。また、

アメリカザリガニの捕食圧等の影響への留意も

望まれている。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)上空を飛翔する 1個体を確認

した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

リスアカネ（トンボ科） 

 
（平成 28 年 8 月 3日） 

本州、四国、九州に分布する。腹長は 24～30mm

になり、翅端部には顕著な黒褐色斑がある。夏か

ら秋にみられ、平地から丘陵地の樹木に覆われた

池沼や湿地に生息する。区部では確実に生息して

いる場所は限られており、個体数も一般的に少な

い。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)池の岸辺の草にとまる 1個体

を確認した。 

【等々力渓谷公園】(夏)庭園の池の草にとまる 1

個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 
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表 4-24(2) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

ショウリョウバッタモドキ（バッタ科） 

 
（平成 28 年 10 月 24 日） 

本州、四国、九州、対馬、南西諸島に分布する。

黄緑色や淡緑色の個体が多いが、褐色型もみられ

る。高茎イネ科草地に生息し、主にチガヤの葉を

食べる。静止時には葉や茎に体を密着させてお

り、刺激を受けると葉や茎の裏側に回りこむ。卵

で冬を越し、夏から秋に成虫がみられる。開発に

よる草地環境の減少に注意する必要がある。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【給田四丁目緑地とその周辺】(秋)空き地の草地

で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

種名 生態情報 

ヒグラシ（セミ科） 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)

北海道、本州、四国、九州、南西諸島に分布する。

翅端までで 39～48mm であり、体は褐色で黒斑と

緑斑が混じる。平地から産地の樹林に生息する。

区部とその周辺では減少が著しく、特に充実した

樹林を伴った緑地とその周辺以外では、ほぼ見ら

れなくなってきている。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)河畔林から鳴き声を 1個体確

認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

オオアメンボ（アメンボ科） 

 
（平成 28 年 5 月 12 日） 

 

本州、四国、九州、対馬に分布する。体長は 19

～27mm になり、日本産アメンボ科の最大種であ

る。平地から低山地の緩やかな流れや池沼に生息

する。区部では主に崖線沿いの遊水地に残存して

いるが、局地的で個体数も少ない。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)河川の水面 2 地点で、計 8

個体を確認した。(秋)河川の水面で 1 地点 8

個体を確認した。 

【等々力渓谷公園】(春)河川の水面で 4個体を確

認した。(夏)河川の水面で 3地点、計 50 個体

を確認した。(秋)河川の水面で 1個体を確認し

た。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IA 類（CR） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-24(3) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

オオイクビツカゴモクムシ（オサムシ科） 

 
（平成 28 年 8 月 24 日） 

北海道、本州、九州に分布する。体長 7～9mm に

なり、横から見て後基節間の腹部が弱く隆起す

る。樹林性の種で平地から山地に生息し、樹林の

状態が良好であれば、公園の樹林などでも見られ

る。宅地開発などにより、生息に適した環境が減

少しつつあると思われる。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【大原一丁目柳澤の杜市民緑地と周辺】（春）堆

積物の下で 1個体確認した。(夏)公園の石の下

で１個体を採取した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ハンノヒメコガネ（コガネムシ科） 

 
（平成 28 年 8 月 24 日） 

北海道、本州、四国、九州、対馬に分布する。体

長は 12～19mm でつやのある緑黄色。海岸部や河

川敷などに多く、夜間点灯に集まる。成虫はヤナ

ギ類などを食べる。成虫の食餌である、ヤナギ類、

ハンノキなどが少なくなり全体的に個体数は減

少しているが、まだ多産地がいくらか残ってい

る。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【給田四丁目緑地と周辺】(夏)歩道脇の樹葉上に

留まっている 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：情報不足（DD） 

種名 生態情報 

クロカナブン（コガネムシ科） 

 
（平成 28 年 8 月 3日） 

北海道、本州、四国、九州、対馬に分布する。体

長は 26～32mm で光沢のある黒色。成虫は各種広

葉樹の樹液や熟果に集まる。平地から丘陵地のコ

ナラやクヌギなどの雑木林に生息する。雑木林の

減少や乾燥化に伴い、生息域、個体数とも減少傾

向にあるが、好適な林があれば区部でも姿がみら

れる。 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(夏)ミカン科の樹木の樹液に

誘引されている 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IB 類（EN） 
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重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 
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重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-24(4) 重要種の確認状況（昆虫類） 

種名 生態情報 

ヤマトタマムシ（タマムシ科） 

 
（平成 28 年 8 月 3日） 

本州、四国、九州、南西諸島に分布する。体長は

25～40mm になり、体は美しい緑色、上翅に一対

の赤い縦条紋が走る。成虫は夏に出現し、特にエ

ノキの梢に集まる。平地から山地に分布し、エノ

キやケヤキ、クヌギなどの広葉樹に依存する。特

に平地では樹林環境の消失とともに減少が著し

いが、小規模な樹林で生息していることもある。
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(夏)草地で死骸を 1 個体確認し

た。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

オオハムシドロバチ（ドロバチ科） 

 
（平成 28 年 8 月 3日） 

本州、四国に分布する。竹筒等に泥で巣をつくる。

個体数も少なく、生息地が限定され、宅地や土地

造成、道路建設等生息地の改変による個体群維持

に危惧がある。 
「レッドデータブック 2014 昆虫類」(平成 27 年、環

境省) 

確認状況 

【都立砧公園】(春)林縁下部を飛翔する 1個体を

確認した。 

指定状況 

環境省 RL：情報不足(DD) 東京都 RDB：- 

種名 生態情報 

イチモンジチョウ（タテハチョウ科） 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要

な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)

北海道、本州、四国、九州に分布する。開長は

50～60mm になり、翅裏の地色は赤褐色で黒点が

散りばめられている。幼虫はスイカズラ科の植物

を食べる。1960 年代以降激減し、現在では河川

沿いの広い緑地にわずかにみられる程度となっ

た。河川沿いの雑木林周辺の緑地の保全が重要で

ある。 
「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生

生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)川沿いの低木の葉上に止

まっている 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：情報不足(DD) 

 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 外来種の確認状況 

外来種として、表 4-25 に示す 1科 1種が確認された。 

なお、昆虫類の特定外来生物は確認されなかった。 

 

表 4-25 外来種の確認状況（昆虫類） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 3 4 5 ① ② 

1 タテハチョウ アカボシゴマダラ ● ● ● ● 国外/総合対策/重点 

計 1 科 1 種 1 種 1 種 1種 1種 0種 0種 1種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は原則として「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅱ）」(平成 7年、環境庁)に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 
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（５）魚類調査・底生動物調査 

① 調査地区全体の確認状況 

現地調査の結果、魚類は 3科 6 種、底生動物は 23 科 43 種が確認された。 

確認種の在来種と外来種の割合としては、魚類は確認種全てが在来種であったが、

底生動物は在来種が 41 種（93％）、外来種が 3種（7％）であった（図 4-6）。 

在来種

100%

    

在来種

93%

外来種

7%

 

図 4-6 在来種と外来種の割合（魚類（左）、底生動物（右）） 

 

② 調査地区別の確認状況 

調査地区別の確認状況は、表 4-26 に示すとおりであった。 

 

表 4-26 調査地区別の確認状況（魚類・底生動物） 

調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認 

種数 
主な確認種・確認状況 

1 

みどりの連続性が

高い地域 

砧 都立砧公園 
魚類：4種 

底生動物：33 種

・サンクチュアリの池で魚類のモツ

ゴやヨシノボリ属や、底生動物の

ヒロマキミズマイマイなどが確認

された。 

・谷戸川で魚類のスミウキゴリや底

生動物のサカマキガイなどが確認

された。 

2 玉川 等々力渓谷公園
魚類：6種 

底生動物：28 種

・河川で魚類のコイやモツゴを確認

した。 

・河川内の堆積した土砂で底生動物

のコヤマトンボなどが確認され

た。 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

 

魚類 底生動物 
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③ 重要種の確認状況 

重要種として、魚類は1科1種、底生動物は4科4種が確認された（表 4-27～表 4-28）。 

重要種の確認状況を表 4-29～表 4-30 に示す。 

 

表 4-27 重要種の選定結果（魚類） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 ① ② ③ ④ ⑤ 

1 ドジョウ ドジョウ ● ● DD 

計 1 科 1 種 1 種 1 種 0種 0種 0種 1種 0 種 
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 27 年度」（平成 27 年、国土交通省）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)における選定種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 

 

表 4-28 重要種の選定結果（底生動物） 

No. 科名 種名 
調査地区※1 重要種 

1 2 ① ② ③ ④ ⑤

1 オニヤンマ オニヤンマ ● NT 

2 エゾトンボ コヤマトンボ ● DD 

3 アメンボ オオアメンボ ● ●    CR  

4 シマアメンボ ● NT 

5 ヘビトンボ ヤマトクロスジヘビトンボ ● CR 

計 4 科 4 種 1 種 5 種 0種 0種 0 種 5 種 0 種
※1：1都立砧公園、2等々力渓谷公園、3給田四丁目緑地とその周辺、4烏山川緑道、5大原一丁目柳澤の杜市民緑地 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 27 年度」（平成 27 年、国土交通省）に準拠した。 

注 2：重要種選定基準 

①「文化財保護法」(昭和 25 年 5月 30 日公布、同日施行)に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年 6 月 5 日公布、平成 5 年 4 月 1 日施行)における国際希少野生動植物

種・国内希少野生動植物種 

③「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト 2015 の公表について」(平成 27 年、環境省)における選定種 

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧 IA 類，EN：絶滅危惧 IB 類，CR+EN：絶滅危惧 I類，VU：絶滅危惧 II 類，NT：準絶滅危惧，DD：情

報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都)における選定種 

⑤その他学術上重要な種(有識者による指摘種等) 
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表 4-29 重要種の確認状況（魚類） 

種名 生態情報 

ドジョウ（ドジョウ科） 

 
（平成 28 年 5 月 13 日） 

日本全国に分布する。水田や湿地、周辺の細流に

生息する。雑食性である。産卵期は夏季であり、

孵化した稚魚は 1年で成熟する。 
出典：「日本の淡水魚」 (平成 13 年、株式会社 山と渓谷社)

確認状況 

【都立砧公園】(春)河川の淵に設置した定置網に

より 10 個体、河川の平瀬や堆積物の下で投網、

タモ網により 2 個体を捕獲した。(秋)河川の淵

に設置した定置網、河川の平瀬や堆積物の下で

投網、タモ網により 5地点 6個体を捕獲した。

【等々力渓谷公園】(春)淵に設置した定置網によ

り 3個体を捕獲した。(秋)淵に設置した定置網、

タモ網により 3地点 8個体を捕獲した。 

指定状況 

環境省 RL：情報不足(DD) 東京都 RDB：- 

 

表 4-30(1) 重要種の確認状況（底生動物） 

種名 生態情報 

オニヤンマ（ドジョウ科） 

 
（平成 28 年 7 月 11 日） 

北海道、本州、四国、九州、南西諸島に分布する。

初夏から夏にみられ、平地から低山地の様々な流

水環境に生息し、湿地の水溜りや湧水の池などに

もみられる。都市化に伴う湧水や水路の減少など

により、確実な生息地は極めて限られる。また、

アメリカザリガニの捕食圧等の影響への留意も望

まれている。 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)河川内の堆積した土砂と

セキショウの下でタモ網で 1個体を確認した。

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

コヤマトンボ（エゾトンボ科） 

 
（平成 28 年 12 月 12 日） 

北海道南部・本州・四国・九州、対馬、種子島、

屋久島に分布する。幼虫は比較的流れの緩やかな

砂泥底の凹みや、植物性沈積物の陰などにうずく

まったり、河岸の植物の際などに潜んだりして生

活するが、大きな湖の波砕湖岸や稀に灌漑用溜め

池の泥底にも生息する。成熟した幼虫は川底の窪

みなどにうずくまり、あまり動かない。 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(秋)瀬の礫底(左岸の壁際)で

1個体を採集した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：情報不足（DD） 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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表 4-30(2) 重要種の確認状況（底生動物） 

種名 生態情報 

オオアメンボ（アメンボ科） 

（平成 28年 10 月 25 日） 

本州、四国、九州、対馬に分布する。体長は 19～

27mm になり、日本産アメンボ科の最大種である。

平地から低山地の緩やかな流れや池沼に生息す

る。区部では主に崖線沿いの遊水地に残存してい

るが、局地的で個体数も少ない。 
出典：「レッドデータブック東京 2013」～東京の保護上重要な

野生生物種（本土部）解説版～」(平成 25 年、東京都) 

確認状況 

【都立砧公園】(秋)橋の下緩流部で 1 個体を採集

した。 

【等々力渓谷公園】(秋)橋の下水面で 1 個体を確

認した(目視)。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IA 類（CR） 

種名 生態情報 

シマアメンボ（アメンボ科） 

 
（平成 28 年 12 月 2 日） 

北海道（南部），本州，四国，九州，対馬，奄美大

島に分布する。主に山地の渓流で見られ、流れの

緩やかなところに棲む 

なわばりがあることが報告されている。 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(秋)セキショウが覆う緩流部

の水面で 2個体を採集した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：準絶滅危惧（NT） 

種名 生態情報 

ヤマトクロスジヘビトンボ（ヘビトンボ科） 

 
（平成 28 年 7 月 11 日） 

本州、四国、九州、南西諸島に分布する。前翅長

は 50mm になる。翅は全体が薄い褐色。幼虫は水生

で昆虫類等の水生生物を食べる。平地から低山地

の湧水のみられる流れに生息する。安定した湧水

が残されている場所が少ないことから、生息地は

極めて限られ個体数も少ない。 

確認状況 

【等々力渓谷公園】(春)河川内の堆積した石礫の

間でタモ網で 1個体を確認した。 

指定状況 

環境省 RL：- 東京都 RDB：絶滅危惧 IA 類（CR） 
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重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 

重要種保護の観点から、確認地区及び詳細な 

確認状況は非記載とした。 
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④ 外来種の確認状況 

底生動物のうち、外来種として、表 4-31 に示す 3 科 3 種が確認された。魚類の外

来種は確認されなかった。 

また、特定外来生物は確認されなかった。 

 

表 4-31 外来種の選定結果（底生動物） 

No 科名 種名 
調査地区※1 外来種 

1 2 ① ② 

1 モノアラガイ ハブタエモノアラガイ ● 国外/総合対策/その他 

2 マミズヨコエビ フロリダマミズヨコエビ ● ● 国外/総合対策/その他 

3 アメリカザリガニ アメリカザリガニ ● 国外/総合対策/緊急 

計 3 科 3 科 3 種 1 種 0種 3種 
※1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 

注 1：分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 27 年度」（平成 27年、国土交通省）に準拠した。 

注 2：外来種選定基準 

①「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（2004 年法律第 78 号 2004 年 6月 2日公布）による指定種 

特：特定外来生物 

②「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」（平成 27年、環境省・農林水産省）による

指定種 

1）由来 

国内：国内由来の外来種（自然分布域を越えて国内の他地域に導入された生物種） 

国外：国外由来の外来種 

2）カテゴリ 

総合対策：国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしている又はそのおそれがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防

止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種。総合対策は更に下記のとおり 3区分される。 

緊急：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急性が高

く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

重点：「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準として《被害の深刻度

に関する基準》①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割における対策

の必要性が高い。 

その他：上記以外総合対策外来種。 

 

《被害の深刻度に関する基準》 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対し甚大な被害を及ぼす 

（対策の実効性、実行可能性） 

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。 

 

産業管理外来種：産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を行うことが必要な外来種。 

 



第 5章 今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5章 今後の課題 

 

5-1 みどりと生物の関係      ・・・・・・・生物-74 

(1) みどりの資源の現況 

(2) 調査地区毎の生育・生息環境の課題 

5-2 継続調査の検討        ・・・・・・・生物-79 

(1) 生物モニタリング調査計画 

(2) 生物モニタリング調査実施にあたっての課題（留意点） 

 

 

 

第
５
章 



 

 



第 5章 今後の課題 

生物-74 

第5章 今後の課題 

5-1. みどりと生物の関係 

（１）みどりの資源の現況 

① 各調査地区のみどりの資源の状況 

本調査で確認された生物の生息・生育環境の把握および評価を目的として、みどり

の資源調査結果をもとに、各調査地区におけるみどり資源の現況を整理した。 

なお、みどりの資源調査における区分方法は、表 5-1 に示すとおりである。 

 

表 5-1 みどりの資源調査の区分方法 

区分 定義 

自
然
面 

緑
被 樹木地 

樹木 樹木・樹林に覆われた部分で、地上に投影された面積とする。 

竹林 竹類に覆われた部分とする。 

草地 公園、道路、施設の敷地等にある草地とする。 

屋上緑地 
構造物上に植栽された樹木・草地とする。 

人工地盤上の緑被は屋上緑地とする。 

農地 
生産緑地、その他農地（ハウス、家庭菜園も含む）。 

敷地単位の抽出とするが、農地内の農作物でない樹木は樹木地とする。

 

水面 

河川、池などの水面とする。 

恒常的に水が溜まっている池（噴水も含む）。 

学校のプールは含まれない。 

裸地 
学校等のグラウンド、公園内の裸地、河川沿いの未舗装道路、舗装され

ていない駐車場など、土に覆われた部分。 

道路・建築物等 道路・建築物等。 

 

a) みどりの資源調査結果からみた各調査地区の区分 

各調査地区で確認された区分を表 5-2 に示す。いずれの調査地区においても共通し

て樹木、草地、道路・建築物等が確認された。 

区分数で比較すると、都立砧公園や給田四丁目緑地とその周辺、大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその周辺は比較的多様な環境から構成されていた。一方、等々力渓谷公

園、烏山川緑道は比較的単一な環境であった。 

 

表 5-2 各区分の調査地別の確認状況 

区分 
調査地区※ 

1 2 3 4 5 

自
然
面 

緑
被 樹木地 

樹木 ● ● ● ● ● 

竹林  ● ●  ● 

草地 ● ● ● ● ● 

屋上緑地 ●  ●  ● 

農地   ●   

 水面 ●  ●   

裸地 ●  ● ● ● 

道路・建築物等 ● ● ● ● ● 

合計区分数 6 4 8 4 6 

※ 1：都立砧公園、2：等々力渓谷公園、3：給田四丁目緑地とその周辺、4：烏山川緑道、 

5：大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺 
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b) 各調査地区の面積と区分別の構成割合 

各調査地区の区分別の面積及び構成割合は、図 5-1 に示すとおりである。 

全体面積としては、都立砧公園が最も大きく、次いで給田四丁目緑地とその周辺、

大原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺、等々力渓谷公園、烏山川緑道の順であった。 

区分別の構成割合としては、都立砧公園、等々力渓谷公園は全体の 90％以上を自然

面が占めており、都立砧公園は全体の 70％以上、等々力渓谷公園は 80％以上をが樹木

で構成されていた。また、都立砧公園は樹木に加え、草地も一定割合で確認された。 

一方、調査地区に市街地を含む給田四丁目緑地とその周辺、大原一丁目柳澤の杜市

民緑地とその周辺は、自然面の割合がおよそ 20%～30%となっており、道路・建築物等

が多くを占めていた。自然面の構成要素としては、給田四丁目緑地とその周辺は樹木

や草地に加え、農地や裸地も一定割合で確認され、多様な環境で構成されていた。大

原一丁目柳澤の杜市民緑地とその周辺は、樹木に次いで裸地が多くを占めていた。 

また、烏山川緑道は自然面がおよそ 75%と高い値を示した。ただし、烏山川緑道が

緑道は幅が数メートルの細長い形状をした調査地区であり、両側のほとんどは市街地

となっている。 

都立砧公園
等々力渓谷

公園

給田四丁目

緑地

とその周辺

烏山川緑道

大原一丁目

柳澤の杜

市民緑地と

その周辺

道路・建築物等 2.5 0.2 23.8 0.4 9.6

裸地 1.4 2.0 0.003 0.8

水面 0.1 0.002

農地 2.4

屋上緑地 0.004 0.1 0.008

草地 7.9 0.07 0.8 0.03 0.05

竹林 0.1 0.03 0.008

樹木 33.3 2.4 5.6 1.2 1.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

構
成
割
合

(%
)

道路・建築物等
裸地
水面
農地
屋上緑地
草地
竹林
樹木

 
図 5-1 各調査地区における区分別の面積及び構成割合 

※グラフ下の表の数値は面積(ha)を示す。 
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② みどりの資源と生物資源の関係 

みどりの資源と植物種数の確認状況を図 5-2 に示す。 

項目別にみると、植物と昆虫類は、都立砧公園、給田四丁目緑地とその周辺、烏山

川緑道で種数が多く確認された。これは、これらの調査地区において多様な環境が存

在しているためと考えられる。また、烏山川緑道については、歩道に沿った細長い形

状をしており、樹木下は明るく路傍雑草が多く侵入しやすい環境であるため、進入し

た複数の種が活着し成長できる効果があることも要因と考えられる。 

哺乳類・爬虫類・両生類は、調査地区間で大きな違いはみられなかったが、都立砧

公園と等々力渓谷公園でやや多い傾向にあった。これは、これらの生物が比較的広い

生息環境を必要とするため、環境の多様性よりも生息環境として利用できる面積の大

きさに比例したものと考えられる。 

鳥類も哺乳類・爬虫類・両生類と同様の傾向であったが、給田四丁目緑地とその周

辺でも多くみられた。これは、鳥類は、その移動性の高さにより、給田四丁目緑地と

その周辺の多様な環境を利用することができるためと考えられた。 

魚類は等々力渓谷公園でやや多くなり、底生動物は都立砧公園でやや多かったが、

大きな違いはみられなかった。 
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図 5-2 調査地区別の確認種数（植物、哺乳類、爬虫類、両生類、鳥類、昆虫類） 
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図 5-3 調査地区別の確認種数（魚類、底生動物）
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（２）調査地区毎の生育・生息環境の課題 

生物の生息・生育環境としての観点から、各調査地区内の環境を以下の視点で評価し、

表 5-4 に示すとおり課題・留意点を整理した。また、ここにまとめる課題・留意点は、

今後世田谷全域における同様の環境において活かすことが期待される。 

 

表 5-3 評価の視点 

凡例 評価の視点 

1 生物の多様性が高い環境 
多様な生物の生息・生育環境となるとともに、周辺環

境への波及効果も期待できるため、保全が望まれる。

2 
面積は小さくても他ではみられ

ない種が生息する環境（特殊性）
地域の生物の多様化へ寄与するため、保全が望まれる。

3 
植生の維持管理方法等の変更等

で生物の多様性が高まる環境 

生物の生育・生息環境に配慮した管理により、生物の

多様化へ寄与する。 

4 区内全域で普通にみられる環境 
生物の生育・生息環境に配慮した植栽等により、生物

の多様化へ寄与する。 

 

表 5-4(1) 各調査地区の生息・生育環境の課題と留意点 

調査地区 環境要素 課題・留意点 評価

都立砧 

公園 

樹木地 

・大規模な樹林が形成され、樹林地に依存する種や、一定規模の面積

が必要な種など、重要種を含む多様な生物の生息地となっており、

今後も維持することが望まれる。特にサンクチュアリは階層構造の

豊かな樹林が形成されており、樹林性の生物の貴重な生息地となっ

ている。 

・サンクチュアリ内の一部でクズが繁茂し、林縁の樹木を覆っている

ため、単調な環境になりつつある。多様な種からなる樹林を維持す

るためクズを適度に間伐することが望ましい。 

１ 

草地 

・サンクチュアリ内では水域から陸域にかけて多様な生物が生息する

エコトーンが形成されている。草本が繁茂し、エコトーンが失われ

ることがないように、適度に草刈をすることが望ましい。 

・サンクチュアリ内の草地で特定外来生物のアレチウリが確認されて

いるため、群落が拡大する前に駆除することが望ましい。 

２ 

河川 

・水生生物の重要な生息環境となっている。 

・洗浄により河床環境の多様性が失われ、魚類や底生動物の多様性の

低下を招く可能性がある。一部落ち葉や堆積物を維持する区間を設

けて、多様な河床環境を創出することが望ましい。 

２ 

池 

・水生生物の重要な生息環境となっている。 

・池から陸域にかけて多様な生物が生息するエコトーンが形成されて

いる。草本が繁茂し、エコトーンが失われることがないように、適

度に草刈をすることが望ましい。 

２ 

等々力 

渓谷公園 樹木地 

・階層構造の豊かな樹林が形成され、樹林地に依存する種や、一定規

模の面積が必要な種の生息地となっており、今後も維持することが

望まれる。 

１ 

河川 

・水生生物の重要な生息環境となっている。 

・主にコンクリート護岸となっており、単調な環境であるものの、水

際に植生がある箇所や、河床に堆積物がある箇所といった水生生物

の生息環境は、今後も維持することが望ましい。 

２ 

湧水 
・湿性の植物の生育環境として機能しており、今後も定期的なモニタ

リングを行い、保全を継続していくことが望ましい。 
２ 
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表 5-4(2) 各調査地区の生息・生育環境の課題と留意点 

調査地区 環境要素 課題・留意点 評価

給田四丁

目緑地と

その周辺 

住宅地 

・庭木や垣根の植栽も生物の生息環境として利用されるため、積極的

に植栽することが望ましい。 

・植栽する際は、在来種を用いることが望ましい。 

４ 

街路樹 
・樹林帯の幅を持たせ、複層林化することで、生物の生息・生育環境

としての機能が高まる。 
３ 

庭園 

・屋敷林として樹林が維持されており、樹林性の生物の生息・生育環

境となっているため、今後も維持することが望ましい。 

・林床が暗く、草本層の多様性が乏しい。一部上層木を間伐し、林床

に光を届けると、林床の多様性が向上する。 

３ 

烏山川緑

道 
樹木地 

・樹林帯の幅を持たせ、複層林化することで、生物の生息・生育環境

としての機能が高まる。 
３ 

草地 

・一部草刈を実施しない区間を設けると、草本類の自然侵入が促進さ

れ、植物の種数の増加に伴い昆虫類などの動物の利用も増えること

が期待される。 

３ 

大原一丁

目柳澤の

杜市民緑

地とその

周辺 

庭園 

・一部草刈を実施しない区間を設けると、草本類の自然侵入が促進さ

れ、植物の種数の増加に伴い昆虫類などの動物の利用も増えること

が期待される。 

３ 

住宅地 

・庭木や垣根の植栽も生物の生息環境として利用されるため、積極的

に植栽することが望ましい。 

・植栽する際は、在来種を用いることが望ましい。 

４ 

第
５
章 



第 5章 今後の課題 

生物-79 

5-2. 継続調査の検討 

世田谷区内では、各主体による生物調査が実施されており、生物情報の蓄積が進ん

でいる場所もみられる。しかし、各調査の調査項目や調査時期、回数などの努力量や調

査精度が異なるため、場所ごとの比較や経年変化を的確に把握することが難しい。 

本調査では、世田谷区内の代表的な環境を調査地区として調査努力量（調査人数、

調査時間など）や精度を統一した現地調査を実施した。その結果、生物資源の現況は、

おおむね把握できたと考えられる。 

今後、世田谷区として、世田谷みどり 33 や生物多様性地域戦略等に則り、緑化や生

物多様性の向上が図られることになると想定される。そこで、その成果の指標として、

生物資源の状況を活用するためのモニタリング調査計画を検討した。 

 

（１）生物モニタリング調査計画 

① 調査地区の設定 

生物の生息・生育状況を同一条件下で比較するために、表 5-5 に示すとおり、調査

地区は本調査地区と同地点で行う。 

 

表 5-5 モニタリング調査地区 

調査地区 

番 号 
地域区分注) 行政区域 調査地区名 環境要素 

1 ①みどりの連続

性が高い地域 

砧 都立砧公園 

樹林、草地、 

河川（谷戸川）、 

池（サンクチュアリ）

2 玉川 等々力渓谷公園 樹林、河川、湧水 

3 ②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 給田四丁目緑地とその周辺 住宅地、街路樹 

4 世田谷 烏山川緑道 樹林、草地 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 
大原一丁目柳澤の杜市民緑地

とその周辺 

庭園、樹林、住宅地、

街路樹 

注) 地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による。 

 

② 調査頻度の設定 

各調査地区の環境の経年変化と、生物の生息・生育状況の変化を定量的に比較する

ため、調査頻度はみどりの資源調査に合わせて 5年または 10 年に一度とする。 
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③ 調査内容の設定 

調査内容として、本業務調査項目、調査時期、調査方法を表 5-6 に示す。生物の生

息・生育状況を同一条件下で比較するために、本調査内容と同様の内容とする。 

 

表 5-6 モニタリング調査内容 

調査項目 調査時期 調査方法 備考 

植物 
3 季 

(春、夏、秋) 
･目視確認  

哺乳類 

爬虫類 

両生類 

2 季 

(春、秋) 

･目視確認 

無人撮影法は各調査地区で 2 地点設

定 

･捕獲確認(爬虫類・両生類のみ) 

･フィールドサイン法(哺乳類のみ)

･無人撮影法(哺乳類のみ) 

鳥類 
2 季 

(夏、冬) 

･ラインセンサス法 ラインセンサス法は各調査地区で 1

ライン設定 ･任意確認 

魚類 2 季 

(春、秋) 

･任意採集法 
定置網の設置は 1晩 

底生動物 (タモ網、投網、定置網) 

昆虫類 
3 季 

(春、夏、秋) 

･任意採集法 

･ピットフォールトラップ法 

･ライトトラップ法 

･夜間灯火採集（烏山川緑道のみ）

各トラップ法は各調査地区でそれぞ

れ 1地点設定 

ピットフォールトラップ法は 1 地点

あたり 10 個、ライトトラップ法は 1

地点あたり 1 個のトラップをそれぞ

れ設置 

 

（２）生物モニタリング調査実施にあたっての課題（留意点） 

① 植物の重要種の取り扱い 

本調査結果ではシランやエビネなど、複数の植物重要種が確認されているが、その

多くは植栽された個体であった。 

これらは生育環境よりも人為的な影響によるところが多いため、記録や調査結果の

解釈の際は、自然侵入した重要種とは区別する必要がある。 

 

② 緑地の管理状況の記録 

調査地区のうち、給田四丁目緑地や烏山川緑道、大原一丁目柳澤の杜市民緑地は定

期的に下草刈りが行われており、調査実施時期によっては草刈直後で草本類の確認数

が減る可能性がある。 

そのため、調査実施の際は、植物相調査結果および草地を生息環境とする種の出現

状況の解釈のための資料として、下草刈りの有無など、緑地の管理状況を併せて記録

することが望ましい。 
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1.植物確認種リスト 生物資料-1 

2.哺乳類確認種リスト 生物資料-4 

3.爬虫類確認種リスト 生物資料-4 

4.両生類確認種リスト 生物資料-4 

5.鳥類確認種リスト 生物資料-5 

6.昆虫類確認種リスト 生物資料-6 

7.魚類確認種リスト 生物資料-15 

8.底生動物確認種リスト 生物資料-15 

9.重要種確認地点 生物資料-16 

10.特定外来生物確認地点 生物資料-17 
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7.魚類確認種リスト 

 

 

8.底生動物確認種リスト 
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9.重要種確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護の観点から非掲載 
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10.特定外来生物確認地点 

 

  

図 10-1 植物特定外来生物確認地点（春季） 

 

 

図 10-2 植物特定外来生物確認地点（夏季） 
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図 10-3 植物特定外来生物確認地点（秋季） 

 

  

図 10-4 哺乳類特定外来生物確認地点（左：春季、右：秋季） 

注）哺乳類の特定外来生物はアライグマのみの確認であった。 


